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■
総
務
部
：
052-212-5500  

 
■
地
域
福
祉
部
：
052-212-5502

■
地
域
福
祉
部（
生
活
支
援
室
）：
052-212-5513　

 ■
民
生
児
童
部
：
052-212-5506 

■
施
設
福
祉
部
：
052-212-5509　

　
　
　
　
　
　
 ■
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
：
052-212-5516 

■
福
祉
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
：
052-212-5521 

■
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー：052-212-5523

社
会
福
祉
法
人
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
 主
な
お
問
い
合
わ
せ
先

民
生
委
員
・
児
童
委
員（
以
下
、民
生
委
員
）

は
、本
年
12
月
１
日
に
一
斉
改
選
さ
れ
ま
す
。

今
期
の
愛
知
県（
名
古
屋
市
を
除
く
。以
下
同

じ
）の
定
数
は
、7
，5
8
9
人
で
、充
足
率
は
、

99
．1
％
、全
国
平
均
の
95
．2
％
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、平
均
年
齢
は
、県
が
65
．2
歳
で
全

国
平
均
は
66
．8
歳
、そ
し
て
男
女
比
は
、県
が
40

対
60
、全
国
平
均
は
、39
対
61
で
し
た
。ま
た
、新

任
の
民
生
委
員
は
、県
が
38
．9
％
、全
国
平
均

が
31
．4
％
で
し
た
。民
生
委
員
の
任
期
が
12
月
1

日
か
ら
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
４
月
１
日
の
改
選

と
す
る
と
、民
生
委
員
と
行
政
担
当
者
等
が
同
時

期
に
異
動
す
る
こ
と
に
な
り
、住
民
生
活
に
必
要

な
援
助
を
途
切
れ
な
く
提
供
す
る
こ
と
に
支
障
が

生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。」な
ど
と
厚
生
労
働
省
で

は
説
明
し
て
い
ま
す
。民
生
委
員
の
改
選
期
に
当

た
り
、担
い
手
確
保
が
課
題
と
な
り
ま
す
。高
齢
者

の
就
労
率
が
高
く
な
り
、適
任
者
を
探
し
に
く
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。仕
事
を
持
ち
な
が
ら
活
動
で
き
る

環
境
づ
く
り
と
、雇
用
側
の
理
解
促
進
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

我
が
幸
田
町
民
児
協
の
令
和
３
年
度
民
生
委

員
一
人
当
た
り
の
平
均
活
動
日
数
は
、1
2
3
日

（
県
平
均
89
日
）で
し
た
。コ
ロ
ナ
渦
の
た
め
、活
動

が
制
約
さ
れ
ま
す
が
、工
夫
を
こ
ら
し
、社
会
福

祉
の
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

県
社
協
第
５
次
中
期
計
画
の
５
年
後
の
到
達
目

標「
県
内
民
生
委
員
充
足（
空
白
地
区
0
）充
足

率
99
％
キ
ー
プ
」が
達
成
で
き
る
こ
と
を
念
じ
筆

を
置
き
ま
す
。（
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会 

理
事
）

幸
田
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
　
会
長
　
足
立
和
彦

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
に
向
け
て

第
35
回 

ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル 

W
E
B
部
門
　N
H
K
厚
生
文
化
事
業
団
理
事
長
賞

「
大
き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
で
遊
ぶ
」
　小
澤
　宏
さ
ん
撮
影

「社会福祉手帳」
「民生委員・児童委員手帳」
ただいま申込受付中！！

「社会福祉手帳」
「民生委員・児童委員手帳」
ただいま申込受付中！！

ご購入希望の方は、送付先住所・氏名・電話番号・希望
冊数を記入の上、県社協総務部までＦＡＸ・郵送でお申し
込みください。本会ホームページから、申込書をダウン
ロードしていただくこともできます。

　加入手続き・お問い合わせは、お住まい又は活動場
所の市区町村社会福祉協議会へ

１冊60０円（税込）

取扱代理店

引受保険会社

㈱ニュータス
TEL.０１２０-２５８-５１７
三井住友海上火災保険（株）
TEL.０５２-２２３-４１７２

A

地震や豪雨で被害に遭われた地域にボラ
ンティア活動に行きたいと思います。ボラ
ンティア活動保険の通常の手続きと異な
る点はありますか？

Ｑ
価 格

大きさ：縦140ミリ×横85ミリ　表紙：ビニール製体 裁

県社協総務部 ＦＡＸ ０５２－２1２－5501申 込 先

１５冊以上は無料。ただし１５冊未満は申し込み者負担。
（１冊２５０円、２冊３９０円、３～１１冊４５０円、１２～１４冊５００円）

送 料

１１月下旬より随時発送納品

2023年・2024年カレンダー、月間予定表、週間予定表
（2022年12月～2024年3月まで）
住所録、年齢早見表
資料編（Ａ）：関係法令、各種福祉手当・貸付制度の概要
資料編（Ｂ）＜別冊仕様＞
各種相談所、紹介所、社会福祉施設、関係団体、県・市区町村役場及び
社会福祉協議会住所等一覧、健康10か条（がんを防ぐための新12か条等）

主な内容

請求書を同封しますので、ＡＴＭでお振込みください。支払方法

令和5年版令和5年版

写真は2022年版です

県内すべての社会福祉施設名簿を収録！！（除：保育所）

災害救助法が適用されるような規模の災
害の場合は、大規模災害時特例の取り扱
いとなり、保険加入申し込み時から即時
補償開始となります。
また、地震災害のボランティア活動には天
災プラン（ボランティア活動中の地震・噴
火・津波によるケガを補償）の加入をお勧
めしています。

福祉の保険Ｑ＆Ａ
〔6件 ご寄附順〕

本会が設置している福祉基金等にたくさんのご寄付をいた
だき、ありがとうございました。みなさまからの善意を「あたた
かい福祉社会」づくりに活かしていけるよう事業に取り組んで
参ります。今後ともご理解とご協力をよろしくお願いします。

ご寄付に感謝
　世話を必要としている家族は、「きょ

うだい」が最も多く71.0％となっています。次いで「母親」が19.8％です。
　令和２年度に子ども本人（中学生・高校生）を対象としたヤングケアラーの全国調
査が初めて行われ、令和３年度には小学生や大学生を対象としており、近年ヤングケ
アラーの実態が明らかになってきています。
（厚生労働省HP　令和３年度ヤングケアラーの実態に関する調査研究（株式会社日本総合研究所）より） 問題は…7ページにあります。

A きょうだい3福祉検定福祉検定 解答解答ミニ

株式会社セブンイレブン・ジャパン 様…（東京都）
Dream財団 様
鳳凰敦 様……………………………… （ 大 分 県 ）
一般財団法人荒川磯慈善会 様……… （長久手市）
東洋羽毛東海販売株式会社 様………… （名古屋市）
匿名 様

ご寄付いただいた方（令和4年1月～令和4年6月）

全国社会福祉協議会

運営適正化
委員会 特別委員会専門委員会

運
営
適
正
化
委
員
会
事
務
局

地
域
社
会
福
祉
委
員
会

民
生
児
童
委
員
会

社
会
福
祉
法
人
経
営
者
委
員
会

社会福祉施設委員会社
会
福
祉
団
体
委
員
会

高
齢
者
部
会

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
部
会

心
身
障
害
ホ
ー
ム
部
会

児
童
ホ
ー
ム
部
会

母
子
生
活
支
援
部
会

保
育
部
会

愛知県社会福祉協議会
会長
副会長
専務理事

理事※
監事
評議員

※理事に会長・副会長・専務理事含む

6月21日時点
・・・・・・・1名
・・・・・6名
・・・1名

・・・・27名
・・・・・・・3名
・・・・42名

事務局長

事務局

施
設
福
祉
部

民
生
児
童
部

地
域
福
祉
部

総
務
部

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

福
祉
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
4
年
度

組
織
機
構
図

会員 ● 公私社会福祉施設、団体
● 民生委員・児童委員等
社会奉仕者

● 市区町村社会福祉協議会
● 社会福祉に関係のある団体
● 本会の目的に賛同する
個人又は団体

生
活
福
祉
資
金
運
営
委
員
会

民
間
社
会
福
祉
施
設
振
興
資
金
審
査
委
員
会

法
人
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

児
童
養
護
施
設
退
所
者
等

自
立
支
援
資
金
貸
付
審
査
委
員
会

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会地域福祉部（生活支援室）だより 09

福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程
受講のご案内 12

民生児童部だより 10
施設紹介 11
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愛知県共同募金会だより 15
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08

福祉生きがいセンターだより 13
障害者スポーツ振興センターだより 14

令和4年度組織機構図／ミニ福祉検定（解答）、
ご寄付に感謝、福祉の保険、「社会福祉手帳」
「民生委員・児童委員手帳」販売の申込受付 16
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地
域
で
普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会（
地
域
福
祉
）づ
く
り

Ⅰ

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
等
へ
の
支
援
と
強
化

Ⅱ

暮
ら
し
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
の
災
害
時
福
祉
支
援
活
動
の
推
進

Ⅳ

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

Ⅴ

愛
知
県
社
協
の
経
営
強
化
と
働
き
方
改
革

Ⅵ
福
祉
人
材（
担
い
手
）の
確
保
・
育
成
・
定
着

Ⅲ

令
和
4
年
度 

事
業
計
画
概
要
・
基
本
方
針

経
済
格
差
に
伴
う
貧
困
問
題
、家
族
や
地
域
社
会
の
絆
の
崩
壊
な
ど
、社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
う

諸
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
は
収
束
の
兆
し
が
未
だ
見

え
ず
、こ
れ
ま
で
の
日
常
生
活
や
地
域
福
祉
の
あ
り
方
が
一
変
し
、つ
な
が
り
の
希
薄
化
や
分
断
に
よ
る
孤

立
の
拡
が
り
、減
収
・
失
業
に
よ
る
生
活
困
窮
状
態
の
深
刻
化
な
ど
、よ
り
一
層
複
雑
・
多
様
化
し
た
福
祉

課
題
に
対
す
る
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
相
次
い
で
お
り
、近
い
将
来
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
等
を
含
む
様
々
な
災
害
に
備
え
、平
時
か
ら
多
様
な
連
携
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
総
合
的
な
災

害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
構
築
が
必
要
で
あ
る
。加
え
て
、共
生
・
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
た
地
域
福
祉
推
進
の
基
盤
強
化
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
提
供
で
き
る
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・

定
着
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
や
福
祉
分
野
の
各
種
の
制
度
見
直
し
へ
の
対
応
、地
域
福
祉
を
推
進
す

る
中
核
的
な
組
織
と
し
て
一
層
の
体
制
強
化
を
図
る
こ
と
も
、喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

一
方
、「
超
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
」「
人
生
百
年
時
代
」と
い
わ
れ
、さ
ら
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る「
新
し
い
生
活
様
式
」の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
、誰
も
が
生
涯
を
通
し
て
、「
安
心
・
安
全
・
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
社
会（
持
続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
・
地
域
共
生
社
会
）」が
実
感
で
き
る

よ
う
に
、20
年
・
30
年
先
の
社
会
の
姿
を
見
据
え
た
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、本
会
は
本
年
度
、法
人
設
立
七
十
周
年
を
迎
え
る
。こ
の
節
目
に
あ
た
り
、果
た
す
べ
き

役
割
を
再
認
識
し
、市
区
町
村
社
協
・
社
会
福
祉
施
設
を
は
じ
め
、福
祉
関
係
機
関
・
団
体
、行
政
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体
や
マ
ス
コ
ミ
・
関
係
団
体
の
方
々
と
連
携
・
交
流
の
更
な
る
活
発
化
に
努
め
、新
た

に
策
定
し
た「
県
社
協
第5

次
中
期
計
画
2
0
2
2‒

2
0
2
6
」に
掲
げ
た
6
つ
の「
新
た
な
風
」を
基
本

方
針
と
し
て
諸
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、常
に
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た「
温
か
み
の
あ
る
福
祉
の
視
点
」に

立
ち
、本
会
の
基
本
理
念
で
あ
る「
あ
・
い
・
ち
・
ふ
・
く
・
し（
あ
ん
し
ん
し
て
・
い
き
い
き
と
・
ち
い
き
で
・
ふ

つ
う
に
・
く
ら
せ
る
・
し
ゃ
か
い
）」の
実
現
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
地
域
福
祉
を
重
層
的
に
推
進
す
る
た
め
、市
町
村
社
協
が
地
域
に
お

け
る
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
に
お
い
て
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、専
門
性
を

有
し
た
職
員
の
養
成
等
、地
域
福
祉
の
基
盤
強
化
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
。併
せ
て
、地
域
に
お
け
る

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
活
動
や
拠
点
づ
く
り
な
ど
、住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

一
般
会
計
資
金
収
支
予
算

予
算

（
単
位 

千
円
）

人件費支出 490,239（14.3%）

その他の活動支出
374,583（10.6%）

予備費支出
1,000（0.1%）

当期末支払資金残高
（貸付原資）
903,232（26.3%）

負担金支出
65,931（1.9%）

その他の支出
21（0.1%）

施設整備等支出
7,408（0.2%）

事業費支出 1,268,084（36.9%）

事務費支出 68,831（2.0%）

貸付事業支出
214,400（6.2%）

助成金支出
27,133（0.8%）

会費収入 81,902（2.4%）

経常経費補助金収入 305,387（8.9%）

助成金収入 5,621（0.2%）

受託金収入 224,896（6.5%）

貸付事業収入 188,901（5.5%）前期末支払資金残高
（貸付原資)
1,173,384
（34.1%）

前期末支払資金残高
（運転資金)
26,575（0.8%）

その他の活動収入
997,983（28.8%） その他の収入 47,924（1.4%）

受取利息配当金収入 15,950（0.5%）

分担金収入 825（0.1%）

負担金収入 75,058（2.2%）

事業収入 281,465（8.2%）

寄附金収入 14,057（0.4%）

収入
合計

3,439,928
（単位：千円）

支出
合計

3,439,928
（単位：千円）

当期末支払資金残高
（運転資金)
19,066（0.6%）

が
で
き
る
よ
う
、団
塊
世
代
、大
学
生
、青
少
年
等
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
及
び
企

業
等
の
社
会
貢
献
活
動
の
促
進
、地
域
・
学
校
・
社
協
と
の
連
携
に
よ
る
福
祉
教
育
を
一
層
支
援
す
る
。

ま
た
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
さ
ら
な
る
利
用
を
図
り
、特
に
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
支

援
の
強
化
と
し
て
、子
ど
も
の
居
場
所
と
な
る
子
ど
も
食
堂
の
開
設
・
運
営
や
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援

を
関
係
諸
団
体
・
機
関
と
連
携
し
、推
進
す
る
。併
せ
て
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
実
施
主
体
と
の

連
携
や
支
援
に
関
す
る
情
報
共
有
を
よ
り
深
め
、借
り
や
す
い
制
度
運
営
を
基
本
と
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
対
策
の
一
つ
で
あ
る
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、地
域
住
民
の
最
も
身
近
な

相
談
相
手
で
あ
る
民
生
委
員 ･

児
童
委
員
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
。な
お
、本
年
度
本
県
に
お
い
て
全

国
の
民
生
委
員 

･

児
童
委
員
や
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る「
第
91
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
」を

開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、今
後
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
一
層
の
充
実
を
目
指
す
。

さ
ら
に
、判
断
能
力
が
不
十
分
な
要
援
護
者
を
支
援
す
る
体
制
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、地
域
に
お
け
る

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
拡
充
を
進
め
る
と
と
も
に
、権
利
擁
護
と
し
て
の
成
年
後
見
制
度
の
推
進
を
支

援
し
、総
合
的
な
権
利
擁
護
体
制
の
構
築
を
図
る
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く

た
め
に
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
や
社
会
福
祉
充
実
残
額
に
よ
る
地
域
公
益
事
業
に
つ
い
て
、
地
域

や
住
民
の
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
な
ど
を
把
握
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
が

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
実
態
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
先
駆
的
取
組
事
例
の
紹
介
や
法
人
間
・
施
設

間
の
地
域
連
携
に
よ
る
事
業
等
の
支
援
を
行
い
、
県
民
の
社
会
福
祉
法
人
へ
の
理
解
と
信
頼
の
獲
得
を
図
る
。

ま
た
、
高
齢･

障
害･

児
童
等
の
各
福
祉
分
野
の
基
盤
と
な
る
制
度
見
直
し
や
規
制
緩
和
に
向
け
た
対
応
を
は

じ
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
あ
り
方
な
ど
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
や
研
修

等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、福
祉
施
策
の
調
査
研
究
の
強
化
を
行
い
、国・県
へ
の
提
言・要
望
活
動
を
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
推
進
し
、
利
用
者
の
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
た
め
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の
普
及
・
促
進
を
図
る
。

福
祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
が
複
雑
化
・
高
度
化
す
る
中
、
福
祉
人
材
の
安
定
的
確
保
・
育
成
・
定
着
を
総
合
的
・

継
続
的
に
推
進
し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
福
祉
人
材
無
料
職
業

紹
介
所
及
び
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
便
性
を
高
め
利
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
求
人
・
求
職
相
談
の
実
施
、
福
祉
・
介
護
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
の
開
催
、
資
格
取

得
や
就
職
支
援
の
た
め
の
返
還
免
除
付
き
貸
付
事
業
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
、
福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
を
図
る
。

ま
た
、
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
機
会
の
あ
る
ご
と
に
介
護
福
祉
士
等
の
届
出
制
度
の
周
知
を
促
進
し
、
離

職
し
た
有
資
格
者
や
就
業
し
て
い
な
い
有
資
格
者
の
再
就
職
・
就
職
の
支
援
を
図
る
。

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
関
係
職
員
研
修
等
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
・
介
護
等
ニ
ー
ズ
に
適
応
で
き

る
人
材
の
育
成
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
の
仕
事
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
重
要
性
を
広
め
る
た
め
、
効

果
的
な
広
報
戦
略
を
展
開
し
、„
愛
知
か
ら
福
祉
の
輝
き
“を
広
く
社
会
に
発
信
す
る
こ
と
に
努
め
る
。

昨
今
の
度
重
な
る
広
域
的
・
多
発
的
な
自
然
災
害
の
発
生
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
規
模
災
害
を
想
定

し
た
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
市
町
村
社
協
や
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画
（
B
C
P
）

の
策
定
を
支
援
し
災
害
に
強
い
組
織
体
制
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
過
去
の
大
規
模
災
害
に
お
け
る
被
災
地

支
援
を
検
証
し
、
社
協
・
行
政
・
N
P
O
等
の
連
携
に
よ
る
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
の
推
進
や

実
践
的
に
活
動
す
る
た
め
の
知
識
・
技
能
の
充
実
を
図
る
。

ま
た
、
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
を
踏
ま
え
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
取
り

組
み
、
事
業
継
続
に
向
け
た
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
る
。

活
力
あ
ふ
れ
る
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
及
び
、
地
域
社
会

活
動
へ
の
参
加
促
進
を
図
る
た
め
、
あ
い
ち
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
を
充
実
し
、
高
齢
者
の
学
習
意
欲
の
助
長
、

仲
間
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
社
会
参
加
活
動
の
中
核
と
な
る
人
材

養
成
、
地
域
に
お
け
る
多
世
代
交
流
の
支
援
に
努
め
る
。
併
せ
て
、
全
国
健
康
福
祉
祭
へ
の
選
手
派
遣
を
継
続

的
に
実
施
す
る
。

ま
た
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
、
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
障
害
者

が
身
近
な
場
所
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
情
報
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、

指
導
員
の
養
成
・
確
保
を
図
る
。

さ
ら
に
、
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
開
催
や
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
選
手
派
遣
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
2
0
2
1
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
広
く
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
講

演
や
実
技
指
導
を
実
施
し
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
参
加
者
の
裾
野
拡
大
を
図
る
。

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
組
織
と
し
て
、
本
会
が
信
頼
さ
れ
る
法
人
組
織
の
運
営
を
図
る
た
め
、
定

期
的
な
情
報
交
換
等
に
よ
る
市
町
村
社
協
と
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に

関
す
る
規
程
を
整
備
し
、
組
織
運
営
の
透
明
性
を
強
化
す
る
こ
と
で
法
人
組
織
の
内
部
管
理
体
制
の
一
層
の
強

化
に
取
り
組
み
、
業
務
の
効
果
的
・
効
率
的
か
つ
適
正
な
遂
行
を
図
る
。

ま
た
、
中
長
期
的
な
職
員
研
修
計
画
の
策
定
に
よ
り
職
責
に
応
じ
た
計
画
的
な
人
材
育
成
を
行
い
、
職
員
の

福
祉
に
関
す
る
専
門
性
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
を
図
る
。
併
せ
て
、
職
員
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
づ
く
り
に
努
め
る
た
め
、
風
通
し
の
良
い
組
織
に
な
る
よ
う
機
動
的
な
組
織
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も

に
、
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
す
る
。

■ 
事
業
計
画
概
要

■ 

基
本
方
針
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地
域
で
普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会（
地
域
福
祉
）づ
く
り

Ⅰ

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
等
へ
の
支
援
と
強
化

Ⅱ

暮
ら
し
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
の
災
害
時
福
祉
支
援
活
動
の
推
進

Ⅳ

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

Ⅴ

愛
知
県
社
協
の
経
営
強
化
と
働
き
方
改
革

Ⅵ
福
祉
人
材（
担
い
手
）の
確
保
・
育
成
・
定
着

Ⅲ

令
和
4
年
度 

事
業
計
画
概
要
・
基
本
方
針

経
済
格
差
に
伴
う
貧
困
問
題
、家
族
や
地
域
社
会
の
絆
の
崩
壊
な
ど
、社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
う

諸
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
は
収
束
の
兆
し
が
未
だ
見

え
ず
、こ
れ
ま
で
の
日
常
生
活
や
地
域
福
祉
の
あ
り
方
が
一
変
し
、つ
な
が
り
の
希
薄
化
や
分
断
に
よ
る
孤

立
の
拡
が
り
、減
収
・
失
業
に
よ
る
生
活
困
窮
状
態
の
深
刻
化
な
ど
、よ
り
一
層
複
雑
・
多
様
化
し
た
福
祉

課
題
に
対
す
る
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
相
次
い
で
お
り
、近
い
将
来
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
等
を
含
む
様
々
な
災
害
に
備
え
、平
時
か
ら
多
様
な
連
携
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
総
合
的
な
災

害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
構
築
が
必
要
で
あ
る
。加
え
て
、共
生
・
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
た
地
域
福
祉
推
進
の
基
盤
強
化
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
提
供
で
き
る
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・

定
着
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
や
福
祉
分
野
の
各
種
の
制
度
見
直
し
へ
の
対
応
、地
域
福
祉
を
推
進
す

る
中
核
的
な
組
織
と
し
て
一
層
の
体
制
強
化
を
図
る
こ
と
も
、喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

一
方
、「
超
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
」「
人
生
百
年
時
代
」と
い
わ
れ
、さ
ら
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る「
新
し
い
生
活
様
式
」の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
、誰
も
が
生
涯
を
通
し
て
、「
安
心
・
安
全
・
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
社
会（
持
続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
・
地
域
共
生
社
会
）」が
実
感
で
き
る

よ
う
に
、20
年
・
30
年
先
の
社
会
の
姿
を
見
据
え
た
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、本
会
は
本
年
度
、法
人
設
立
七
十
周
年
を
迎
え
る
。こ
の
節
目
に
あ
た
り
、果
た
す
べ
き

役
割
を
再
認
識
し
、市
区
町
村
社
協
・
社
会
福
祉
施
設
を
は
じ
め
、福
祉
関
係
機
関
・
団
体
、行
政
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体
や
マ
ス
コ
ミ
・
関
係
団
体
の
方
々
と
連
携
・
交
流
の
更
な
る
活
発
化
に
努
め
、新
た

に
策
定
し
た「
県
社
協
第5

次
中
期
計
画
2
0
2
2‒

2
0
2
6
」に
掲
げ
た
6
つ
の「
新
た
な
風
」を
基
本

方
針
と
し
て
諸
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、常
に
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た「
温
か
み
の
あ
る
福
祉
の
視
点
」に

立
ち
、本
会
の
基
本
理
念
で
あ
る「
あ
・
い
・
ち
・
ふ
・
く
・
し（
あ
ん
し
ん
し
て
・
い
き
い
き
と
・
ち
い
き
で
・
ふ

つ
う
に
・
く
ら
せ
る
・
し
ゃ
か
い
）」の
実
現
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
地
域
福
祉
を
重
層
的
に
推
進
す
る
た
め
、市
町
村
社
協
が
地
域
に
お

け
る
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
に
お
い
て
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、専
門
性
を

有
し
た
職
員
の
養
成
等
、地
域
福
祉
の
基
盤
強
化
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
。併
せ
て
、地
域
に
お
け
る

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
活
動
や
拠
点
づ
く
り
な
ど
、住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

一
般
会
計
資
金
収
支
予
算

予
算

（
単
位 

千
円
）

人件費支出 490,239（14.3%）

その他の活動支出
374,583（10.6%）

予備費支出
1,000（0.1%）

当期末支払資金残高
（貸付原資）
903,232（26.3%）

負担金支出
65,931（1.9%）

その他の支出
21（0.1%）

施設整備等支出
7,408（0.2%）

事業費支出 1,268,084（36.9%）

事務費支出 68,831（2.0%）

貸付事業支出
214,400（6.2%）

助成金支出
27,133（0.8%）

会費収入 81,902（2.4%）

経常経費補助金収入 305,387（8.9%）

助成金収入 5,621（0.2%）

受託金収入 224,896（6.5%）

貸付事業収入 188,901（5.5%）前期末支払資金残高
（貸付原資)
1,173,384
（34.1%）

前期末支払資金残高
（運転資金)
26,575（0.8%）

その他の活動収入
997,983（28.8%） その他の収入 47,924（1.4%）

受取利息配当金収入 15,950（0.5%）

分担金収入 825（0.1%）

負担金収入 75,058（2.2%）

事業収入 281,465（8.2%）

寄附金収入 14,057（0.4%）

収入
合計

3,439,928
（単位：千円）

支出
合計

3,439,928
（単位：千円）

当期末支払資金残高
（運転資金)
19,066（0.6%）

が
で
き
る
よ
う
、団
塊
世
代
、大
学
生
、青
少
年
等
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
及
び
企

業
等
の
社
会
貢
献
活
動
の
促
進
、地
域
・
学
校
・
社
協
と
の
連
携
に
よ
る
福
祉
教
育
を
一
層
支
援
す
る
。

ま
た
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
さ
ら
な
る
利
用
を
図
り
、特
に
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
支

援
の
強
化
と
し
て
、子
ど
も
の
居
場
所
と
な
る
子
ど
も
食
堂
の
開
設
・
運
営
や
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援

を
関
係
諸
団
体
・
機
関
と
連
携
し
、推
進
す
る
。併
せ
て
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
実
施
主
体
と
の

連
携
や
支
援
に
関
す
る
情
報
共
有
を
よ
り
深
め
、借
り
や
す
い
制
度
運
営
を
基
本
と
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
対
策
の
一
つ
で
あ
る
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、地
域
住
民
の
最
も
身
近
な

相
談
相
手
で
あ
る
民
生
委
員 ･

児
童
委
員
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
。な
お
、本
年
度
本
県
に
お
い
て
全

国
の
民
生
委
員 

･

児
童
委
員
や
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る「
第
91
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
」を

開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、今
後
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
一
層
の
充
実
を
目
指
す
。

さ
ら
に
、判
断
能
力
が
不
十
分
な
要
援
護
者
を
支
援
す
る
体
制
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、地
域
に
お
け
る

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
拡
充
を
進
め
る
と
と
も
に
、権
利
擁
護
と
し
て
の
成
年
後
見
制
度
の
推
進
を
支

援
し
、総
合
的
な
権
利
擁
護
体
制
の
構
築
を
図
る
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く

た
め
に
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
や
社
会
福
祉
充
実
残
額
に
よ
る
地
域
公
益
事
業
に
つ
い
て
、
地
域

や
住
民
の
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
な
ど
を
把
握
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
が

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
実
態
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
先
駆
的
取
組
事
例
の
紹
介
や
法
人
間
・
施
設

間
の
地
域
連
携
に
よ
る
事
業
等
の
支
援
を
行
い
、
県
民
の
社
会
福
祉
法
人
へ
の
理
解
と
信
頼
の
獲
得
を
図
る
。

ま
た
、
高
齢･

障
害･

児
童
等
の
各
福
祉
分
野
の
基
盤
と
な
る
制
度
見
直
し
や
規
制
緩
和
に
向
け
た
対
応
を
は

じ
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
あ
り
方
な
ど
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
や
研
修

等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、福
祉
施
策
の
調
査
研
究
の
強
化
を
行
い
、国・県
へ
の
提
言・要
望
活
動
を
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
推
進
し
、
利
用
者
の
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
た
め
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の
普
及
・
促
進
を
図
る
。

福
祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
が
複
雑
化
・
高
度
化
す
る
中
、
福
祉
人
材
の
安
定
的
確
保
・
育
成
・
定
着
を
総
合
的
・

継
続
的
に
推
進
し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
福
祉
人
材
無
料
職
業

紹
介
所
及
び
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
便
性
を
高
め
利
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
求
人
・
求
職
相
談
の
実
施
、
福
祉
・
介
護
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
の
開
催
、
資
格
取

得
や
就
職
支
援
の
た
め
の
返
還
免
除
付
き
貸
付
事
業
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
、
福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
を
図
る
。

ま
た
、
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
機
会
の
あ
る
ご
と
に
介
護
福
祉
士
等
の
届
出
制
度
の
周
知
を
促
進
し
、
離

職
し
た
有
資
格
者
や
就
業
し
て
い
な
い
有
資
格
者
の
再
就
職
・
就
職
の
支
援
を
図
る
。

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
関
係
職
員
研
修
等
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
・
介
護
等
ニ
ー
ズ
に
適
応
で
き

る
人
材
の
育
成
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
の
仕
事
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
重
要
性
を
広
め
る
た
め
、
効

果
的
な
広
報
戦
略
を
展
開
し
、„
愛
知
か
ら
福
祉
の
輝
き
“を
広
く
社
会
に
発
信
す
る
こ
と
に
努
め
る
。

昨
今
の
度
重
な
る
広
域
的
・
多
発
的
な
自
然
災
害
の
発
生
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
規
模
災
害
を
想
定

し
た
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
市
町
村
社
協
や
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画
（
B
C
P
）

の
策
定
を
支
援
し
災
害
に
強
い
組
織
体
制
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
過
去
の
大
規
模
災
害
に
お
け
る
被
災
地

支
援
を
検
証
し
、
社
協
・
行
政
・
N
P
O
等
の
連
携
に
よ
る
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
の
推
進
や

実
践
的
に
活
動
す
る
た
め
の
知
識
・
技
能
の
充
実
を
図
る
。

ま
た
、
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
を
踏
ま
え
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
取
り

組
み
、
事
業
継
続
に
向
け
た
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
る
。

活
力
あ
ふ
れ
る
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
及
び
、
地
域
社
会

活
動
へ
の
参
加
促
進
を
図
る
た
め
、
あ
い
ち
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
を
充
実
し
、
高
齢
者
の
学
習
意
欲
の
助
長
、

仲
間
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
社
会
参
加
活
動
の
中
核
と
な
る
人
材

養
成
、
地
域
に
お
け
る
多
世
代
交
流
の
支
援
に
努
め
る
。
併
せ
て
、
全
国
健
康
福
祉
祭
へ
の
選
手
派
遣
を
継
続

的
に
実
施
す
る
。

ま
た
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
、
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
障
害
者

が
身
近
な
場
所
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
情
報
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、

指
導
員
の
養
成
・
確
保
を
図
る
。

さ
ら
に
、
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
開
催
や
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
選
手
派
遣
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
2
0
2
1
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
広
く
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
講

演
や
実
技
指
導
を
実
施
し
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
参
加
者
の
裾
野
拡
大
を
図
る
。

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
組
織
と
し
て
、
本
会
が
信
頼
さ
れ
る
法
人
組
織
の
運
営
を
図
る
た
め
、
定

期
的
な
情
報
交
換
等
に
よ
る
市
町
村
社
協
と
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に

関
す
る
規
程
を
整
備
し
、
組
織
運
営
の
透
明
性
を
強
化
す
る
こ
と
で
法
人
組
織
の
内
部
管
理
体
制
の
一
層
の
強

化
に
取
り
組
み
、
業
務
の
効
果
的
・
効
率
的
か
つ
適
正
な
遂
行
を
図
る
。

ま
た
、
中
長
期
的
な
職
員
研
修
計
画
の
策
定
に
よ
り
職
責
に
応
じ
た
計
画
的
な
人
材
育
成
を
行
い
、
職
員
の

福
祉
に
関
す
る
専
門
性
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
を
図
る
。
併
せ
て
、
職
員
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
づ
く
り
に
努
め
る
た
め
、
風
通
し
の
良
い
組
織
に
な
る
よ
う
機
動
的
な
組
織
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も

に
、
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
す
る
。

■ 

事
業
計
画
概
要

■ 

基
本
方
針
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一
般
会
計
資
金
収
支
決
算

決
算

（
単
位 

千
円
）

人件費支出 471,391（15.1%）

その他の活動による支出
198,212（6.2%）

当期末支払資金残高（貸付原資）
1,210,348（38.7%）

負担金支出
63,510（2.0%）

その他の支出
7（0.1%）

施設整備等支出
10,215（0.3%）

事業費支出 880,498（28.1%）

事務費支出 57,182（1.8%）
貸付事業支出 64,000（2.1%）

助成金支出
14,198（0.5%）

会費収入 79,077（2.5%）

経常経費補助金収入 286,410（9.2%）

助成金収入 7,705（0.3%）

受託金収入 176,133（5.6%）

貸付事業収入 100,300（3.2%）

前期末支払資金残高（貸付原資)
1,570,800（50.2%）

前期末支払資金残高（運転資金)
53,297（1.7%）

その他の活動収入
501,318（15.9%） その他の収入 47,970（1.5%）

受取利息配当金収入 17,027（0.5%）

分担金収入 825（0.1%）

負担金収入 67,953（2.2%）

事業収入 208,699（6.7%）

寄附金収入 13,029（0.4%）

収入
合計

3,130,543
（単位：千円）

支出
合計

3,130,543
（単位：千円）

当期末支払資金残高（運転資金)
160,982（5.1%）

本
会
の
基
本
理
念
で
あ
る「
あ
・
い
・
ち
・
ふ
・
く
・
し（
あ
ん
し
ん
し
て
・
い
き
い
き
と
・
ち
い
き
で

・
ふ
つ
う
に
・
く
ら
せ
る
・
し
ゃ
か
い
）
」
の
実
現
に
向
け
、「
県
社
協
第
4
次
中
期
計
画

2
0
1
7‒
2
0
2
1
」に
掲
げ
た
基
本
方
針
を
柱
と
し
て
、市
区
町
村
社
協
・
社
会
福
祉
施
設
を
は

じ
め
、民
生
委 
員
・
児
童
委
員
、福
祉
関
係
機
関
・
団
体
、行
政
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体
や

マ
ス
コ
ミ
・
関
係
団
体
と
連
携
・
協
働
し
、9
つ
の
重
点
事
業
を
中
心
に
各
種
事
業
を
実
施
し
た
。

一
方
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
は
収
束
の
兆
し
が
見
え
ず
、本
会
を
取
り
巻
く
環
境
が

よ
り
一
層
厳
し
く
な
る
中
、オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
会
議
、研
修
の
開
催
等
に
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
に
合

わ
せ
た
事
業
の
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、本
会
の
今
後
5
年
間
の
活
動
の
基
本
方
針
を「
新
た
な
風
」

と
し
て
、「
県
社
協
第
5
次
中
期
計
画
2
0
2
2‒

2
0
2
6
」の
検
討
・
策
定
を
行
っ
た
。

な
お
、令
和
3
年
度
実
施
し
た
事
業
の
概
要
は
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

生
活
困
窮
者
支
援
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
を
は
じ
め
、「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」「
待
機
児
童
解
消
」に

向
け
た
福
祉
人
材
の
確
保
、す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
が
改
正
社
会
福
祉
法
で
要
請
さ
れ
て
い
る
事

項
へ
の
取
組
や
介
護
人
材
不
足
解
消
に
向
け
た
新
た
な
層
の
開
拓
な
ど
、新
た
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、子
ど
も
食
堂
の
開
設
・
運
営
や
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
を
は
じ
め
と
し
た
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
向
け
た
取
組
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
利
用
推
進
、新
た
な
貸
付
事
業
の
実

施
、社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
を
促
進
し
、新
た
な

福
祉
人
材
の
育
成
を
図
っ
た
。

ま
た
、昨
今
の
度
重
な
る
広
域
的
・
多
発
的
な
自
然
災
害
の
発
生
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
大
規

模
災
害
へ
の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、災
害
対
応
力
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、過
去
の
大
規
模
災

害
に
お
け
る
被
災
地
支
援
の
あ
り
方
を
検
証
し
、社
協
・
行
政
・
N
P
O
等
の
三
者
連
携
に
よ
る
災
害

福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
実
践
的
に
活
動
す
る
た
め
の
知
識
・
技
能
の
充
実
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
、効
果
的
な
広
報
戦
略
を
展
開
し
、福
祉
の
仕
事
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
重
要
性
を
広

め
る
と
と
も
に
、〝
愛
知
か
ら
福
祉
の
輝
き
〞を
広
く
社
会
に
発
信
し
た
。併
せ
て
、「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
福

祉
」へ
の
発
展
を
願
い
、医
療
・
福
祉
・
移
動（
動
く
・
歩
く
）・
食
・
住（
住
ま
い
と
暮
ら
し
）の
5
領

域
に
関
し
て
先
進
地
・
愛
知
発
の
課
題
提
起
を
行
い
、「
福
祉
文
化
の
創
造
」を
推
進
し
た
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
地
域
福
祉
を
重
層
的
に
推
進
す
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
包

括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
に
お
い
て
市
町
村
社
協
が
中
核
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
福
祉
の
基
盤
強
化
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
ほ
か
、
社
会
的
排
除
・
孤
立
、
生
活
困
窮
者

な
ど
福
祉
課
題
や
生
活
課
題
の
あ
る
人
を
早
期
把
握
し
、
脱
却
を
図
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
個
別

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
利
用
推
進
、
既
存
制
度
で
は
対
応

で
き
な
い
柔
軟
な
社
会
資
源
の
創
出
に
向
け
た
各
種
研
修
会
の
開
催
及
び
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策
の
一
つ
で
あ
る
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
に
お
い
て
、

特
例
貸
付
に
よ
り
生
活
困
難
者
に
対
す
る
支
援
活
動
を
一
層
推
進
し
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

の
実
施
主
体
と
の
連
携
や
支
援
に
関
す
る
情
報
共
有
を
よ
り
深
め
た
。
ま
た
「
民
生
委
員
児
童
委
員

活
動
『
愛
知
県
推
進
方
策
』（
2
0
2
1‒

2
0
2
3
）」
を
策
定
し
、
計
画
の
実
施
や
日
常
的
な
見
守
り

・
相
談
援
助
活
動
を
推
進
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
地
域
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
活
動
や
拠
点
づ
く
り
等
、
住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む

新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
団
塊
世
代
や
大
学
生
、
青
少
年
等
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
や
企
業
等
の
社
会
貢
献
活
動
の
促
進
、
地
域
・
学
校
・
社
協
と
の
連
携
に
よ

る
福
祉
教
育
を
推
進
し
た
。

ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

の
拡
充
を
進
め
る
と
と
も
に
、
権
利
擁
護
と
し
て
の
成
年
後
見
制
度
の
推
進
を
支
援
し
、
総
合
的
な
権
利

擁
護
体
制
の
構
築
を
図
っ
た
。

改
正
社
会
福
祉
法
を
受
け
、
社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
に
は
、
制
度
の
適
正
な
執
行
や
福

祉
制
度
の
諸
改
革
に
伴
う
様
々
な
課
題
に
対
す
る
具
体
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

社
会
福
祉
法
人
経
営
者
委
員
会
及
び
社
会
福
祉
施
設
委
員
会
で
は
、
加
入
会
員
（
法
人
・
施
設
）
が

改
正
社
会
福
祉
法
で
要
請
さ
れ
て
い
る
事
項
に
確
実
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
フ
ォ
ー
ロ
ー

ア
ッ
プ
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
せ

る
法
人･

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
取
組
を
進
め
た
。

社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
や
社
会
福
祉
施
設
充
実

残
額
に
よ
る
公
益
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
地
域
や
住
民
の
福
祉
課
題
や
生
活
課
題
等
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
が
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
効
果
的
な
先
駆

的
取
組
事
例
の
紹
介
や
複
数
法
人
連
携
・
協
働
に
よ
る
事
業
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
県
民
の
社

会
福
祉
法
人
へ
の
理
解
と
信
頼
の
獲
得
を
図
っ
た
。

ま
た
、
高
齢･
障
害･

児
童
等
の
各
福
祉
分
野
の
基
盤
と
な
る
制
度
見
直
し
や
規
制
緩
和
に
向
け
た

対
応
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
情
報
提
供
や
研
修
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
国
・
県
へ
の
提
言
・
要
望

活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
た
。

さ
ら
に
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
推
進
す
る
た
め
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の

普
及
・
促
進
に
努
め
た
。

福
祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
が
複
雑
化
・
高
度
化
す
る
中
で
、
福
祉
人
材
の
安
定
的
確
保
・
養
成
・
定
着

を
推
進
し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
無
料
職
業
紹
介
所
及
び
保
育
士
・
保
育
所
支
援

セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
の
連
携
に
よ
る
求
人
・
求
職
相
談
、

福
祉
・
介
護
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
、
フ
ォ
ー
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
及
び
資
格
取
得
支
援
・
就
職
支
援
の

た
め
の
返
還
免
除
付
き
貸
付
事
業
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
離
職
し
た
介
護
福
祉
士
等
の
届
出
制
度
を
、
離
職
者
・
求
職

者
へ
周
知
す
る
と
と
も
に
、
現
場
復
帰
に
向
け
た
研
修
を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
従
事
者
研
修
等
の
充
実
や
介
護
支
援
専
門
員
の
試
験
・
関
係
研
修
及
び
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
支
援
従
事
者
等
の
研
修
を
実
施
し
た
。

あ
い
ち
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
や
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
、
全
国
健
康
福
祉
祭
ぎ
ふ
大
会

や
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
三
重
大
会
へ
の
選
手
派
遣
等
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
こ
れ
ら
多
く
の
事
業
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
活
力
あ
ふ
れ
る

長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、
新
し
い
生
活
様
式
の
も
と
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
に

努
め
る
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
障
害
者
が
身
近
な
場
所

で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
情
報
提
供
や
指
導
員
の
養
成
・
確
保
を
図
っ
た
。

ま
た
、
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
よ
る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を

受
け
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
な
ど
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
講
演
や
実
技
指
導
を
交
え
た
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
・
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
参
加
者
の
裾
野
拡
大
、

障
害
へ
の
理
解
促
進
を
図
っ
た
。

「
県
社
協
第
4
次
中
期
計
画
2
0
1
7
‐
2
0
2
1
」
の
推
進
期
間
が
最
終
年
度
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
果
と
課
題
を
総
括
し
、
今
後
5
年
間
に
亘
り
本
会
の
進
む
べ
き
方
向

・
あ
る
べ
き
姿
を
示
す
べ
く
、「
県
社
協
第
5
次
中
期
計
画
2
0
2
2
‐
2
0
2
6
」
を
検
討
し
、

令
和
4
年
3
月
に
取
り
ま
と
め
た
。

ま
た
、
働
き
方
改
革
を
着
実
に
実
行
す
る
た
め
、
安
全
で
健
康
に
働
く
こ
と
が
で
き
、
や
り
が
い
の

感
じ
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど

を
踏
ま
え
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
取
り
組
み
、
事
業
継
続
に
向
け
た
危
機
管
理
体
制
の
強
化

を
図
っ
た
。

令
和
3
年
度 

事
業
報
告
概
要

新
た
な「
あ
・
い
・
ち
・
ふ
・
く
・
し
」の
推
進

Ⅰ
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

Ⅱ

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
等
へ
の
支
援

Ⅲ

福
祉
人
材
の
確
保
・
養
成
・
定
着
の
推
進

Ⅳ
福
祉
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進

Ⅴ
法
人
経
営
管
理
の
強
化

Ⅵ
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一
般
会
計
資
金
収
支
決
算

決
算

（
単
位 

千
円
）

人件費支出 471,391（15.1%）

その他の活動による支出
198,212（6.2%）

当期末支払資金残高（貸付原資）
1,210,348（38.7%）

負担金支出
63,510（2.0%）

その他の支出
7（0.1%）

施設整備等支出
10,215（0.3%）

事業費支出 880,498（28.1%）

事務費支出 57,182（1.8%）
貸付事業支出 64,000（2.1%）

助成金支出
14,198（0.5%）

会費収入 79,077（2.5%）

経常経費補助金収入 286,410（9.2%）

助成金収入 7,705（0.3%）

受託金収入 176,133（5.6%）

貸付事業収入 100,300（3.2%）

前期末支払資金残高（貸付原資)
1,570,800（50.2%）

前期末支払資金残高（運転資金)
53,297（1.7%）

その他の活動収入
501,318（15.9%） その他の収入 47,970（1.5%）

受取利息配当金収入 17,027（0.5%）

分担金収入 825（0.1%）

負担金収入 67,953（2.2%）

事業収入 208,699（6.7%）

寄附金収入 13,029（0.4%）

収入
合計

3,130,543
（単位：千円）

支出
合計

3,130,543
（単位：千円）

当期末支払資金残高（運転資金)
160,982（5.1%）

本
会
の
基
本
理
念
で
あ
る「
あ
・
い
・
ち
・
ふ
・
く
・
し（
あ
ん
し
ん
し
て
・
い
き
い
き
と
・
ち
い
き
で

・
ふ
つ
う
に
・
く
ら
せ
る
・
し
ゃ
か
い
）
」
の
実
現
に
向
け
、「
県
社
協
第
4
次
中
期
計
画

2
0
1
7‒

2
0
2
1
」に
掲
げ
た
基
本
方
針
を
柱
と
し
て
、市
区
町
村
社
協
・
社
会
福
祉
施
設
を
は

じ
め
、民
生
委 

員
・
児
童
委
員
、福
祉
関
係
機
関
・
団
体
、行
政
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体
や

マ
ス
コ
ミ
・
関
係
団
体
と
連
携
・
協
働
し
、9
つ
の
重
点
事
業
を
中
心
に
各
種
事
業
を
実
施
し
た
。

一
方
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
は
収
束
の
兆
し
が
見
え
ず
、本
会
を
取
り
巻
く
環
境
が

よ
り
一
層
厳
し
く
な
る
中
、オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
会
議
、研
修
の
開
催
等
に
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
に
合

わ
せ
た
事
業
の
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、本
会
の
今
後
5
年
間
の
活
動
の
基
本
方
針
を「
新
た
な
風
」

と
し
て
、「
県
社
協
第
5
次
中
期
計
画
2
0
2
2‒

2
0
2
6
」の
検
討
・
策
定
を
行
っ
た
。

な
お
、令
和
3
年
度
実
施
し
た
事
業
の
概
要
は
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

生
活
困
窮
者
支
援
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
を
は
じ
め
、「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」「
待
機
児
童
解
消
」に

向
け
た
福
祉
人
材
の
確
保
、す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
が
改
正
社
会
福
祉
法
で
要
請
さ
れ
て
い
る
事

項
へ
の
取
組
や
介
護
人
材
不
足
解
消
に
向
け
た
新
た
な
層
の
開
拓
な
ど
、新
た
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、子
ど
も
食
堂
の
開
設
・
運
営
や
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
を
は
じ
め
と
し
た
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
向
け
た
取
組
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
利
用
推
進
、新
た
な
貸
付
事
業
の
実

施
、社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
を
促
進
し
、新
た
な

福
祉
人
材
の
育
成
を
図
っ
た
。

ま
た
、昨
今
の
度
重
な
る
広
域
的
・
多
発
的
な
自
然
災
害
の
発
生
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
大
規

模
災
害
へ
の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、災
害
対
応
力
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、過
去
の
大
規
模
災

害
に
お
け
る
被
災
地
支
援
の
あ
り
方
を
検
証
し
、社
協
・
行
政
・
N
P
O
等
の
三
者
連
携
に
よ
る
災
害

福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
実
践
的
に
活
動
す
る
た
め
の
知
識
・
技
能
の
充
実
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
、効
果
的
な
広
報
戦
略
を
展
開
し
、福
祉
の
仕
事
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
重
要
性
を
広

め
る
と
と
も
に
、〝
愛
知
か
ら
福
祉
の
輝
き
〞を
広
く
社
会
に
発
信
し
た
。併
せ
て
、「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
福

祉
」へ
の
発
展
を
願
い
、医
療
・
福
祉
・
移
動（
動
く
・
歩
く
）・
食
・
住（
住
ま
い
と
暮
ら
し
）の
5
領

域
に
関
し
て
先
進
地
・
愛
知
発
の
課
題
提
起
を
行
い
、「
福
祉
文
化
の
創
造
」を
推
進
し
た
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
地
域
福
祉
を
重
層
的
に
推
進
す
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
包

括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
に
お
い
て
市
町
村
社
協
が
中
核
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
福
祉
の
基
盤
強
化
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
ほ
か
、
社
会
的
排
除
・
孤
立
、
生
活
困
窮
者

な
ど
福
祉
課
題
や
生
活
課
題
の
あ
る
人
を
早
期
把
握
し
、
脱
却
を
図
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
個
別

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
利
用
推
進
、
既
存
制
度
で
は
対
応

で
き
な
い
柔
軟
な
社
会
資
源
の
創
出
に
向
け
た
各
種
研
修
会
の
開
催
及
び
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策
の
一
つ
で
あ
る
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
に
お
い
て
、

特
例
貸
付
に
よ
り
生
活
困
難
者
に
対
す
る
支
援
活
動
を
一
層
推
進
し
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

の
実
施
主
体
と
の
連
携
や
支
援
に
関
す
る
情
報
共
有
を
よ
り
深
め
た
。
ま
た
「
民
生
委
員
児
童
委
員

活
動
『
愛
知
県
推
進
方
策
』（
2
0
2
1‒

2
0
2
3
）」
を
策
定
し
、
計
画
の
実
施
や
日
常
的
な
見
守
り

・
相
談
援
助
活
動
を
推
進
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
地
域
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
活
動
や
拠
点
づ
く
り
等
、
住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む

新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
団
塊
世
代
や
大
学
生
、
青
少
年
等
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
や
企
業
等
の
社
会
貢
献
活
動
の
促
進
、
地
域
・
学
校
・
社
協
と
の
連
携
に
よ

る
福
祉
教
育
を
推
進
し
た
。

ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

の
拡
充
を
進
め
る
と
と
も
に
、
権
利
擁
護
と
し
て
の
成
年
後
見
制
度
の
推
進
を
支
援
し
、
総
合
的
な
権
利

擁
護
体
制
の
構
築
を
図
っ
た
。

改
正
社
会
福
祉
法
を
受
け
、
社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
に
は
、
制
度
の
適
正
な
執
行
や
福

祉
制
度
の
諸
改
革
に
伴
う
様
々
な
課
題
に
対
す
る
具
体
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

社
会
福
祉
法
人
経
営
者
委
員
会
及
び
社
会
福
祉
施
設
委
員
会
で
は
、
加
入
会
員
（
法
人
・
施
設
）
が

改
正
社
会
福
祉
法
で
要
請
さ
れ
て
い
る
事
項
に
確
実
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
フ
ォ
ー
ロ
ー

ア
ッ
プ
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
せ

る
法
人･

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
取
組
を
進
め
た
。

社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
や
社
会
福
祉
施
設
充
実

残
額
に
よ
る
公
益
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
地
域
や
住
民
の
福
祉
課
題
や
生
活
課
題
等
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
が
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
効
果
的
な
先
駆

的
取
組
事
例
の
紹
介
や
複
数
法
人
連
携
・
協
働
に
よ
る
事
業
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
県
民
の
社

会
福
祉
法
人
へ
の
理
解
と
信
頼
の
獲
得
を
図
っ
た
。

ま
た
、
高
齢･

障
害･

児
童
等
の
各
福
祉
分
野
の
基
盤
と
な
る
制
度
見
直
し
や
規
制
緩
和
に
向
け
た

対
応
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
情
報
提
供
や
研
修
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
国
・
県
へ
の
提
言
・
要
望

活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
た
。

さ
ら
に
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
推
進
す
る
た
め
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の

普
及
・
促
進
に
努
め
た
。

福
祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
が
複
雑
化
・
高
度
化
す
る
中
で
、
福
祉
人
材
の
安
定
的
確
保
・
養
成
・
定
着

を
推
進
し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
無
料
職
業
紹
介
所
及
び
保
育
士
・
保
育
所
支
援

セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
の
連
携
に
よ
る
求
人
・
求
職
相
談
、

福
祉
・
介
護
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
、
フ
ォ
ー
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
及
び
資
格
取
得
支
援
・
就
職
支
援
の

た
め
の
返
還
免
除
付
き
貸
付
事
業
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
離
職
し
た
介
護
福
祉
士
等
の
届
出
制
度
を
、
離
職
者
・
求
職

者
へ
周
知
す
る
と
と
も
に
、
現
場
復
帰
に
向
け
た
研
修
を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
従
事
者
研
修
等
の
充
実
や
介
護
支
援
専
門
員
の
試
験
・
関
係
研
修
及
び
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
支
援
従
事
者
等
の
研
修
を
実
施
し
た
。

あ
い
ち
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
や
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
、
全
国
健
康
福
祉
祭
ぎ
ふ
大
会

や
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
三
重
大
会
へ
の
選
手
派
遣
等
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
こ
れ
ら
多
く
の
事
業
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
活
力
あ
ふ
れ
る

長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、
新
し
い
生
活
様
式
の
も
と
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
に

努
め
る
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
障
害
者
が
身
近
な
場
所

で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
情
報
提
供
や
指
導
員
の
養
成
・
確
保
を
図
っ
た
。

ま
た
、
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
よ
る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を

受
け
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
な
ど
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
講
演
や
実
技
指
導
を
交
え
た
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
・
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
参
加
者
の
裾
野
拡
大
、

障
害
へ
の
理
解
促
進
を
図
っ
た
。

「
県
社
協
第
4
次
中
期
計
画
2
0
1
7
‐
2
0
2
1
」
の
推
進
期
間
が
最
終
年
度
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
果
と
課
題
を
総
括
し
、
今
後
5
年
間
に
亘
り
本
会
の
進
む
べ
き
方
向

・
あ
る
べ
き
姿
を
示
す
べ
く
、「
県
社
協
第
5
次
中
期
計
画
2
0
2
2
‐
2
0
2
6
」
を
検
討
し
、

令
和
4
年
3
月
に
取
り
ま
と
め
た
。

ま
た
、
働
き
方
改
革
を
着
実
に
実
行
す
る
た
め
、
安
全
で
健
康
に
働
く
こ
と
が
で
き
、
や
り
が
い
の

感
じ
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど

を
踏
ま
え
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
取
り
組
み
、
事
業
継
続
に
向
け
た
危
機
管
理
体
制
の
強
化

を
図
っ
た
。

令
和
3
年
度 

事
業
報
告
概
要

新
た
な「
あ
・
い
・
ち
・
ふ
・
く
・
し
」の
推
進

Ⅰ
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

Ⅱ

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
等
へ
の
支
援

Ⅲ

福
祉
人
材
の
確
保
・
養
成
・
定
着
の
推
進

Ⅳ
福
祉
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進

Ⅴ
法
人
経
営
管
理
の
強
化

Ⅵ
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ふれあいネットワーク

愛知県社会福祉協議会第5次中期計画　あ・い・　　　　　　ち・ふ・く・し  ～私たちの考える6つの新たな風～

あんしんして いきいきと ちいきと  ふつうに くらせる しゃかい

あ い
ち

ふ く し

具体的な事業・取組（アクションプラン）

●ワークライフバランスの推進　●組織運営の透明性の強化　●市町村社協・社会福祉施設等との
人事交流　●愛知県社協HPのリニューアル、SNS・デジタル化の促進　●ジョブトレーニングの構築
●独自事業の活性化　●愛知県社協ロゴ活用

●障害者スポーツ指導員の養成　●県障害者スポーツ指導者協議会との連携強化　●学生、競技団体、地域指導員等との
連携　●あいちシルバーカレッジ地域活動支援科目の充実　●あいちシルバーカレッジ専門コースの開催
●地域活動サポーター講座（仮称）等の開催　●地域活動事例の紹介

●福祉版ハローワークとしての福祉人材無料職業紹介　●ふくしに生きる人を応援する修学資金等貸付
●大学生等とのタイアップ企画　●多世代の福祉の担い手確保のための福祉・介護人材参入促進

●社協と多様な地元関係主体による協働型災害VCとしての体制強化　●ICTを活用した「あいち災害
VC 運営システム」（仮称）の導入　●市町村社協におけるBCP策定の支援　●衛生用品等の物資調達
ルートの確立　●愛知県社協災害対応訓練・各種マニュアルの整備

●法人・施設間の地域連携体制の構築支援　●実態調査を基にした要望活動強化　●社会福祉情勢・
愛知県社協関係事業の情報提供　●会員法人・施設への法務面での支援　●施設内研修の充実
●福祉サービス第三者評価事業のリーフレットの作成　●第三者評価推進センターHPの改修
●評価結果の公表方法の再検討　●福祉職員キャリアパス対応生涯研修の拡充

●市区町村社協とのオフサイトミーティング等の実施　●「地域福祉計画・地域福祉活動計画」及び「市町村社協発展・強化計画」
策定推進セミナーの開催　●子ども食堂に食材を届ける地域拠点「あいち子ども食堂応援ステーション」認定制度の創設
●寄附者と子ども食堂を繋ぐWeb情報発信基地「あいち子ども食堂応援ポータルサイト」の開設　●民生委員活動
における新しい生活様式を見据えてのICTの活用推進　●県民にわかりやすい生活福祉資金パンフレットの作成と周知
●要援護者支援に係る専門分野からの生活支援員導入　●ボランティア・市民活動推進計画の策定
●特例貸付における適切な債権管理の実施と体制整備　●成年後見への移行支援

ミッション6つの基本方針（新たな風）

あ

ち

し

く

ふ

い

愛知県社協の経営強化と
働き方改革

生きがいと健康づくり

地域で普通に暮らせる
社会（地域福祉）づくり

福祉の担い手（人材）
確保・育成・定着

社会福祉法人・施設等
への支援と強化

暮らしを災害から守る

❶信頼される法人組織・事業運営の透明性の追求（ガバ
ナンス・財務基盤）　❷安心して働き続けられる職場づく
り、計画的な人材育成（職場環境・職員研修）　❸「あ・い・
ち・ふ・く・し」の実現

❶福祉人材の確保・育成・定着の総合的・継続的な推進
❷福祉・介護等ニーズに適応できる人材の育成

❶災害時の福祉支援活動の推進
❷災害等に備えた体制整備

❶法人間・施設間地域連携の推進　❷福祉政策の調査研
究強化　❸社会福祉法人・社会福祉施設等への支援　　
❹福祉サービスの質の向上

❶障害者スポーツの推進　❷障害者スポーツへの参加促
進　❸高齢者の健康と生きがいづくりの推進　❹高齢者
の地域社会活動への参加促進

❶地域福祉活動の推進（市町村社協支援）　❷生活困窮者
世帯の子どもへの支援　❸民生委員児童委員活動の推進
❹生活福祉資金貸付を通じた生活困窮者への支援　❺要
援護者を支援する体制整備の推進　❻ボランティア・市
民活動及び福祉教育の推進　❼成年後見制度体制整備の
推進

「あ・い・ち・ふ・く・し」　
（あんしんして・いきいきと・ちいきで・ふつうに・くらせる・しゃかい）

基本理念

2022年度～2026年度推進期間

この度、「県社協第４次中期計画2017-2021」の取組の成果と課題を総括するとともに、
５年先を見据え、新たな基本方針を軸に本会の進むべき方向・あるべき姿を示した「県社協第
５次中期計画2022-2026」を策定しました。

第５次中期計画のテーマとして、「私たちの考える６つの新たな風」を設定しました。
これは、新型コロナウィルス感染症に伴う閉塞感を打破するとともに、市区町村社協、民生委
員児童委員、社会福祉施設など福祉の現場に新たな風を吹かせていくよう、新たな取組や新た
な視点で既存事業の見直しを行い、５年先の福祉の未来を見据えるとともに、本計画の実践を
経て、さらに、１０年後、２０年後の“新しい福祉の未来”へと繋げていきます。

計画特色
学識経験者、各専門分野、福祉行政関係の代表者等で構成する策定委員会を設置
❶ わかりやすい計画づくり　　❷ ニーズに即した計画づくり　　❸ 全職員一丸となって取
組む計画づくり　　❹ 5年後の到達目標を設定　　❺ 各部・センター横断的な取組（福祉の
担い手・災害など） ❻ 策定委員会委員を中心とした推進会議を開催・進行管理（毎年度）

特集
第
５
次
中
期
計
画
概
要
　
あ
・
い
・
ち
・
ふ
・
く
・
し

　
　
　
〜
私
た
ち
の
考
え
る
６
つ
の
新
た
な
風
〜

こたえは…巻末をご覧ください。

　　法律上の定義はありませんが、本来大人が担うような家事や家族の世話
などを日常的に行っている子どもを、ヤングケアラーと呼びます。
　令和３年度調査によると「家族の世話をしている」と回答した小学生は6.5％
でした。では、世話を必要としている家族で最も多いのは次のうちどれでしょう？

Q 父親1

母親2

きょうだい3

みんなで挑戦！！ 福祉検定福祉検定ミニ
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愛知県社会福祉協議会第5次中期計画　あ・い・　　　　　　ち・ふ・く・し  ～私たちの考える6つの新たな風～

あんしんして いきいきと ちいきと  ふつうに くらせる しゃかい

あ い
ち

ふ く し

具体的な事業・取組（アクションプラン）

●ワークライフバランスの推進　●組織運営の透明性の強化　●市町村社協・社会福祉施設等との
人事交流　●愛知県社協HPのリニューアル、SNS・デジタル化の促進　●ジョブトレーニングの構築
●独自事業の活性化　●愛知県社協ロゴ活用

●障害者スポーツ指導員の養成　●県障害者スポーツ指導者協議会との連携強化　●学生、競技団体、地域指導員等との
連携　●あいちシルバーカレッジ地域活動支援科目の充実　●あいちシルバーカレッジ専門コースの開催
●地域活動サポーター講座（仮称）等の開催　●地域活動事例の紹介

●福祉版ハローワークとしての福祉人材無料職業紹介　●ふくしに生きる人を応援する修学資金等貸付
●大学生等とのタイアップ企画　●多世代の福祉の担い手確保のための福祉・介護人材参入促進

●社協と多様な地元関係主体による協働型災害VCとしての体制強化　●ICTを活用した「あいち災害
VC 運営システム」（仮称）の導入　●市町村社協におけるBCP策定の支援　●衛生用品等の物資調達
ルートの確立　●愛知県社協災害対応訓練・各種マニュアルの整備
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ミッション6つの基本方針（新たな風）
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第５次中期計画のテーマとして、「私たちの考える６つの新たな風」を設定しました。
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な視点で既存事業の見直しを行い、５年先の福祉の未来を見据えるとともに、本計画の実践を
経て、さらに、１０年後、２０年後の“新しい福祉の未来”へと繋げていきます。

計画特色
学識経験者、各専門分野、福祉行政関係の代表者等で構成する策定委員会を設置
❶ わかりやすい計画づくり　　❷ ニーズに即した計画づくり　　❸ 全職員一丸となって取
組む計画づくり　　❹ 5年後の到達目標を設定　　❺ 各部・センター横断的な取組（福祉の
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地
域
福
祉
部

　生
活
支
援
室
だ
よ
り

各項目の評価方法はａ，ｂ，ｃの三段階による絶対評価ですが、項目それぞれに評
価コメントが添えられており、ａ，ｂ，ｃの評価以上に、利用者が事業所を選ぶ際の、
事業所のサービス実践の特徴を知る上での重要な要素となっています。
今後、福祉サービスの利用を考える際には、事前に、その事業所が第三者評価事

業を受審しているかどうかのチェックをしてみるのはいかがでしょう。

評価結果は福祉施設・事業所の格付けや順位付けを行うものではなく、
よりよい福祉サービスの実現に向けた「達成度」を示すものです。

愛知県福祉サービス第三者評価推進センター
http://www.aichi-fukushi.or.jp/daisansha-hyoka/index.html

詳細な評価基準や評価結果は、ホームページでいつでも閲覧することができます。

利
用
者
の
安
心
・
信
頼
、職
員
の
意
欲
向
上
・
意
識
改
革
を
導
く

                                  

〜
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
〜

〇監査：最低限の基準を満たしているかを評価する。
〇福祉サービス第三者評価：さらに上を目指した取り組みを評価する。

新
城
市
で
は
、『
結（
ゆ
い
）カ
フ
ェ
』の

名
称
で「
認
知
症
カ
フ
ェ
」の
展
開
を
し
て

い
ま
す
。

「
認
知
症
と
い
う
語
感
に
抵
抗
感
も
あ

る
の
で
は
」と
い
う
こ
と
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
交
流
に
よ
る
人
と
人
と
の
結
び

つ
き
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、『
結
カ
フ
ェ
』
と

呼
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、特
に
飲
食
に
つ
い
て
制

限
が
多
い
期
間
が
続
い
て
き
ま
し
た
。そ

ん
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、令
和
３
年

度
当
初
は
４
か
所
だ
っ
た
結
カ
フ
ェ
は
、

そ
の
役
割
や
必
要
性
を
理
解
さ
れ
た
皆
さ

ん
が
、支
援
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
着
実

に
準
備
を
進
め
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、

現
時
点
で
９
か
所
ま
で
一
気
に
数
が
増
え

ま
し
た
。ま
た
、こ
の
う
ち
７
カ
所
は
、喫

茶
店
、飲
食
店
等
の
店
舗
を
利
用
し
て
開

設
さ
れ
て
お
り
、こ
の
割
合
の
高
さ
は
、新

城
市
で
の
特
徴
的
な
こ
と
と
い
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

課
題
に
な
る
の
は
移
動
手
段
で
す
。市

域
面
積
は
県
内
２
番
目
の
広
さ
で
、そ
の

大
半
が
山
間
部
と
い
う
状
況
も
あ
り
ま
す

の
で
、結
カ
フ
ェ
ま
で
歩
い
て
行
け
る
方
は

少
な
く
、車
の
運
転
が
で
き
な
い
方
は
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
地
域
の
方
の
支
援
に
よ

る
車
で
の
送
迎
が
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の

ほ
か
、社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
車
両
貸

出
事
業
も
利
用
し
て
い
た
だ
き
送
迎
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。現
状
で
は
、移
動
手
段
の

確
保
が
必
要
な
状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の

で
、市
内
社
会
福
祉
法
人
で
組
織
す
る
協

議
会
あ
て
に
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
用

車
両
等
が
空
い
て
い
る
時
間
帯
で
、結
カ

フ
ェ
参
加
者
の
送
迎
の
協
力
し
て
い
た
だ

け
な
い
か
と
の
お
願
い
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

ま
た
、結
カ
フ
ェ
の
ひ
と
つ
で
は
、８
月

中
に「
こ
ど
も
食
堂
」と
連
携
し
た
企
画
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
結

カ
フ
ェ
で
の
新
た
な
展
開
に
も
期
待
し
、

新
城
市
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
地
域
の
交
流

の
場
と
し
て
、「
結
カ
フ
ェ
」が
さ
ら
に
広

が
り
、充
実
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

▲カフェ「Woman」参加者のみなさん

▲ハンドメイド体験のできるカフェ

▲ドッグセラピーのできるカフェ

『
結
カ
フ
ェ
』〜
新
城
市
の
認
知
症
カ
フ
ェ
〜

新
城
市
社
会
福
祉
協
議
会

ゆ
い

福祉施設・事業所でのよりよい福祉サービスの実現に向けて、公正・
中立な第三者評価機関が、専門的・客観的立場から福祉サービスにつ
いて評価を行う仕組みです。
保育所、障害者福祉施設、高齢者福祉施設、救護施設、放課後児童

クラブなどが福祉サービス第三者評価の対象となっています。

よりよい福祉サービスの水準・状態、質の向上を目指す際に、
目安とする状態。

ａに至らない状況、多くの施設・事業所の状態、aに向けた
取り組みの余地がある状態。

ｂ以上の取り組みとなることを期待する状態。

福祉サービス第三者評価では、評価項目ごとにａ,ｂ,ｃの三段階で
評価します。
なお、評価の判断水準は次のように示しています。

〇福祉サービスの質の向上を図ることを目的としています。
〇評価結果を公表することで、福祉サービスの利用を希望される方や家族が、　  
　福祉サービスを選択するための情報源の一つとなります。

福祉サービス第三者評価とは

ａ評価

b評価

c評価

福祉サービス第三者評価の基準

a
b

c
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て
制

限
が
多
い
期
間
が
続
い
て
き
ま
し
た
。そ

ん
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、令
和
３
年

度
当
初
は
４
か
所
だ
っ
た
結
カ
フ
ェ
は
、

そ
の
役
割
や
必
要
性
を
理
解
さ
れ
た
皆
さ

ん
が
、支
援
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
着
実

に
準
備
を
進
め
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、

現
時
点
で
９
か
所
ま
で
一
気
に
数
が
増
え

ま
し
た
。ま
た
、こ
の
う
ち
７
カ
所
は
、喫

茶
店
、飲
食
店
等
の
店
舗
を
利
用
し
て
開

設
さ
れ
て
お
り
、こ
の
割
合
の
高
さ
は
、新

城
市
で
の
特
徴
的
な
こ
と
と
い
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

課
題
に
な
る
の
は
移
動
手
段
で
す
。市

域
面
積
は
県
内
２
番
目
の
広
さ
で
、そ
の

大
半
が
山
間
部
と
い
う
状
況
も
あ
り
ま
す

の
で
、結
カ
フ
ェ
ま
で
歩
い
て
行
け
る
方
は

少
な
く
、車
の
運
転
が
で
き
な
い
方
は
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
地
域
の
方
の
支
援
に
よ

る
車
で
の
送
迎
が
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の

ほ
か
、社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
車
両
貸

出
事
業
も
利
用
し
て
い
た
だ
き
送
迎
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。現
状
で
は
、移
動
手
段
の

確
保
が
必
要
な
状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の

で
、市
内
社
会
福
祉
法
人
で
組
織
す
る
協

議
会
あ
て
に
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
用

車
両
等
が
空
い
て
い
る
時
間
帯
で
、結
カ

フ
ェ
参
加
者
の
送
迎
の
協
力
し
て
い
た
だ

け
な
い
か
と
の
お
願
い
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

ま
た
、結
カ
フ
ェ
の
ひ
と
つ
で
は
、８
月

中
に「
こ
ど
も
食
堂
」と
連
携
し
た
企
画
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
結

カ
フ
ェ
で
の
新
た
な
展
開
に
も
期
待
し
、

新
城
市
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
地
域
の
交
流

の
場
と
し
て
、「
結
カ
フ
ェ
」が
さ
ら
に
広

が
り
、充
実
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

▲カフェ「Woman」参加者のみなさん

▲ハンドメイド体験のできるカフェ

▲ドッグセラピーのできるカフェ

『
結
カ
フ
ェ
』〜
新
城
市
の
認
知
症
カ
フ
ェ
〜

新
城
市
社
会
福
祉
協
議
会

ゆ
い

福祉施設・事業所でのよりよい福祉サービスの実現に向けて、公正・
中立な第三者評価機関が、専門的・客観的立場から福祉サービスにつ
いて評価を行う仕組みです。
保育所、障害者福祉施設、高齢者福祉施設、救護施設、放課後児童

クラブなどが福祉サービス第三者評価の対象となっています。

よりよい福祉サービスの水準・状態、質の向上を目指す際に、
目安とする状態。

ａに至らない状況、多くの施設・事業所の状態、aに向けた
取り組みの余地がある状態。

ｂ以上の取り組みとなることを期待する状態。

福祉サービス第三者評価では、評価項目ごとにａ,ｂ,ｃの三段階で
評価します。
なお、評価の判断水準は次のように示しています。

〇福祉サービスの質の向上を図ることを目的としています。
〇評価結果を公表することで、福祉サービスの利用を希望される方や家族が、　  
　福祉サービスを選択するための情報源の一つとなります。

福祉サービス第三者評価とは

ａ評価

b評価

c評価

福祉サービス第三者評価の基準

a
b

c
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社
会
福
祉
法
人
西
春
日
井
福
祉
会
は
、

平
成
５
年
に
西
春
日
井
地
域
の
福
祉
の
中

核
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
た
め
設
立

さ
れ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
６
拠
点
と

障
害
者
施
設
２
拠
点
を
運
営
し
て
お
り
、

こ
の
地
域
で
生
活
す
る
方
々
の
暮
ら
し
が

よ
り
良
い
も
の
と
な
り
、
利
用
さ
れ
る
皆

様
が
、「
こ
こ
に
来
て
良
か
っ
た
」
と
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設
運
営
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
６
月
１
日
に
開
設
し
た
６
拠

点
目
の
「
か
も
だ
の
里
」
は
、
四
季
を
感

じ
自
然
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
施
設

全
体
に
風
や
光
を
感
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

愛
知
県
認
証
材
を
多
く
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
で
入
所
者
様
の
生
活
す
る
場

や
人
生
の
終
の
棲
家
と
し
て
温
か
み
や
木

の
持
つ
魅
力
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た

だ
け
る
施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
玄
関
を
入
る
と
壁
や
天
井
に
檜

や
杉
の
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ふ
れ
あ
い

広
場
と
、
そ
の
奥
に
は
南
側
に
面
し
た
屋

根
の
あ
る
オ
ー
プ
ン
な
デ
ッ
キ
テ
ラ
ス
、
西

側
に
は
中
庭
が
広
が
り
開
放
的
な
空
間
を

演
出
し
て
い
ま
す
。

　
１
階
に
は
、
従
来
型
多
床
室
を
4０
床
設

け
て
お
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
尊
重
の
観
点
か

ら
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
に
近
い
住
環
境
を
確
保

し
、
す
べ
て
の
部
屋
に
は
窓
を
配
置
し
た

「
大
型
ユ
ニ
ッ
ト
」
と
も
言
え
る
新
し
い
形

の
従
来
型
多
床
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
終
末
期
の
利
用
者
様
の
看
取
り

や
感
染
症
発
生
時
に
隔
離
で
き
る

部
屋
も
備
え
て
い
ま
す
。

　
２
階
３
階
は
、
短
期
入
所
2０
床

も
含
め
１
ユ
ニ
ッ
ト
1０
人
ず
つ
の

8０
床
と
な
っ
て
お
り
、
２
階
に
は
、

テ
ラ
ス
ガ
ー
デ
ン
を
設
け
、
施
設

の
中
に
い
な
が
ら
、
気
軽
に
外
に
出
て
自

然
の
風
や
木
々
の
緑
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
外
出
が
困

難
な
方
に
も
散
歩
や
園
芸
等
屋
外
で
の
活

動
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　
当
施
設
は
、
全
居
室
と
も
に
中
庭
を
取

り
巻
く
よ
う
に
配
置
さ
れ
、
施
設
の
中
に

居
な
が
ら「
庭
の
眺
め
」や「
近
隣
の
風
景
」、

「
空
の
景
色
」
な
ど
自
然
を
感
じ
な
が
ら
入

所
者
の
皆
様
が
生
き
が
い
と
安
ら
ぎ
の
な

か
安
心
で
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
配
慮
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人 

西
春
日
井
福
祉
会
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

か
も
だ
の
里

「
四
季
を
感
じ
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
施
設
」

施
設
長
　
伊
藤
　
誠
浩

施
設

紹
介

【施設外観】

【ふれあい広場からみた中庭】

【ふれあい広場】

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、所
得
の
少
な
い

世
帯
、障
害
の
あ
る
人
や
介
護
が
必
要
な
高

齢
者
が
同
居
し
て
い
る
世
帯
に
対
し
て
、

経
済
的
自
立
や
安
定
し
た
生
活
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
に
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事

業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。今
回
は
そ
の
中
の

１
つ
で
あ
る「
福
祉
費
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。「
福
祉
費
」は
、具
体
的
な
利
用
目
的

が
あ
り
、一
時
的
に
必
要
で
あ
る
と
見
込
ま

れ
る
費
用
の
貸
付
を
行
う
制
度
で
す
。一
例

と
し
て
、障
害
者
の
方
が
通
院
や
社
会
参
加

の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
の
購
入
に
必
要

な
費
用
や
、低
所
得
世
帯
の
エ
ア
コ
ン
購
入

に
必
要
な
費
用
な
ど
が
あ
り
、資
金
の
目
的

ご
と
に
貸
付
限
度
額
や
返
済
期
間
な
ど
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。申
請
の
際
は
、お
住
い

の
市
区
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口

と
な
り
、本
会
が
審
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
生
活
福
祉
資
金

貸
付
制
度
は
、世
帯
の

自
立
を
支
援
す
る
制
度

で
す
。社
会
福
祉
協
議

会
以
外
に
も
自
立
相
談

支
援
機
関
や
民
生
委

員
、福
祉
事
務
所
等
と

連
携
し
て
生
活
の
安
定

と
自
立
が
図
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
、世
帯
の
生
活

状
況
や
お
困
り
の
実
情

を
詳
し
く
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
、必
要
か
つ

適
切
な
支
援
を
考
え
て

い
き
ま
す
。そ
の
結
果
、

本
制
度
以
外
の
支
援

方
法
を
優
先
し
て
い
た

だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、生
活
福
祉
資
金
制
度
を
よ

り
分
か
り
や
す
く
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
は
、生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
条
件

や
必
要
書
類
な
ど
、制
度
の
詳
細
に

つ
い
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

「
福
祉
費
」に
つ
き
ま
し
て
は
、資
金

の
利
用
目
的
の
一
覧
や
、利
用
目
的

ご
と
の
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
記
載

が
ご
ざ
い
ま
す
。愛
知
県
社
会
福
祉

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記

U
R
L
）か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、お
困
り
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

生
活
福
祉
資
金・福
祉
費
の
ご
案
内

民
生
児
童
部
だ
よ
り

【テラスガーデン】

http://www.aichi-fukushi.or.jp/intoro/minsei/kikin_gaiyo.html
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会
参
加

の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
の
購
入
に
必
要

な
費
用
や
、低
所
得
世
帯
の
エ
ア
コ
ン
購
入

に
必
要
な
費
用
な
ど
が
あ
り
、資
金
の
目
的

ご
と
に
貸
付
限
度
額
や
返
済
期
間
な
ど
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。申
請
の
際
は
、お
住
い

の
市
区
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口

と
な
り
、本
会
が
審
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
生
活
福
祉
資
金

貸
付
制
度
は
、世
帯
の

自
立
を
支
援
す
る
制
度

で
す
。社
会
福
祉
協
議

会
以
外
に
も
自
立
相
談

支
援
機
関
や
民
生
委

員
、福
祉
事
務
所
等
と

連
携
し
て
生
活
の
安
定

と
自
立
が
図
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
、世
帯
の
生
活

状
況
や
お
困
り
の
実
情

を
詳
し
く
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
、必
要
か
つ

適
切
な
支
援
を
考
え
て

い
き
ま
す
。そ
の
結
果
、

本
制
度
以
外
の
支
援

方
法
を
優
先
し
て
い
た

だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、生
活
福
祉
資
金
制
度
を
よ

り
分
か
り
や
す
く
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
は
、生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
条
件

や
必
要
書
類
な
ど
、制
度
の
詳
細
に

つ
い
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

「
福
祉
費
」に
つ
き
ま
し
て
は
、資
金

の
利
用
目
的
の
一
覧
や
、利
用
目
的

ご
と
の
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
記
載

が
ご
ざ
い
ま
す
。愛
知
県
社
会
福
祉

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記

U
R
L
）か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、お
困
り
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

生
活
福
祉
資
金・福
祉
費
の
ご
案
内

民
生
児
童
部
だ
よ
り

【テラスガーデン】

http://www.aichi-fukushi.or.jp/intoro/minsei/kikin_gaiyo.html
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「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
る「
全
国
健
康
福
祉
祭
」は
、60
歳
以
上

の
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や

卓
球
、テ
ニ
ス
な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技

や
音
楽
文
化
祭
な
ど
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
た
ち
が
楽
し
め
る

総
合
的
な
祭
典
で
す
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、高
齢
者
を
中
心
と

す
る
国
民
の
健
康
の
保
持
・
増
進
、社
会
参

加
、生
き
が
い
の
高
揚
等
を
図
り
、ふ
れ
あ

い
と
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
の
形
成
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、厚
生
省（
現
:厚

生
労
働
省
）創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
昭
和

63（
１
９
８
８
）年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
神
奈
川
県
、令
和
５
年
度

は
愛
媛
県
で
開
催
予
定
で
す
。

今
回
は
、来
年
の
え
ひ
め
大
会
の
マ
ラ
ソ

ン
交
流
大
会
と
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会

に
派
遣
す
る
選
手
を
選
考
し
ま
す
。

　

【
選
手
選
考
会
の
内
容
】

〇
マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会（
80
人
募
集
）　

　 

・
い
の
ち
の
池
３
周
コ
ー
ス

　（
約
３
．５
キ
ロ
）

 

・
い
の
ち
の
池
５
周
コ
ー
ス

　（
約
５
．８
キ
ロ
）

◆
３
周
コ
ー
ス
上
位
者（
70
歳
以
上
優
先
）

　
　
　
　
↓
ね
ん
り
ん
３
キ
ロ
コ
ー
ス
代
表

◆
５
周
コ
ー
ス
上
位
者

　
　
　
↓
ね
ん
り
ん
10
キ
ロ
コ
ー
ス
代
表

◆
５
周
コ
ー
ス
次
位
者

　
　
　
↓
ね
ん
り
ん
５
キ
ロ
コ
ー
ス
代
表

◇
参
加
対
象
:愛
知
県
在
住（
名
古
屋
市

　
　
以
外
）で
令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
で

　
　
60
歳
以
上
で
あ
る
人
。ね
ん
り
ん
ピ
ッ

　
　
ク
か
な
が
わ
２
０
２
２
に
マ
ラ
ソ
ン
選

　
　
手
と
し
て
参
加
さ
れ
た
方
を
除
く
。

〇
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会
　
　

　（
20
チ
ー
ム
募
集
）

◇
参
加
対
象
:１
チ
ー
ム
５
人
で
、全
員
が

　
　
愛
知
県
在
住（
名
古
屋
市
以
外
）で
、令
和

６
年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳
以
上
で
あ
る
人
。

●
応
募
方
法

募
集
案
内
ち
ら
し
を
、県
内
各
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
、各
市
町
村
高
齢
福
祉
担
当

窓
口
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
は
当
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
参
加
申
込
書
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
、必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

F
A
X
又
は
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。　http://aichoju.ec-net.jp/

●
応
募
締
切

令
和
４
年
８
月
31
日（
水
）

（
当
日
消
印
有
効
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、先
着
順
と
し
ま
す
。

　
　
申
込
者
に
９
月
中
旬
に
案
内
を
通
知
し

　
　
ま
す
。

※
当
日
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　
症
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
開
催
す

　
　
る
予
定
で
す
が
、感
染
状
況
に
よ
っ
て

　
　
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

　
　
ま
た
、中
止
に
な
っ
た
場
合
は
、応
募

　
　
者
の
中
か
ら
抽
選
で
選
考
し
ま
す
。

日
時

令
和
４
年
10
月
８
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

あ
い
ち
健
康
の
森
公
園
大
芝
生
広
場

　（
大
府
市
・
知
多
郡
東
浦
町
）

　（
知
多
バ
ス
で
J
R
大
府
駅
西
口

　 

乗
車
約
12
分
、あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ

　
　
　
下
車
）

参
加
費
　無
料

※は三河会場：豊橋市民センター

●
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛
顔
の
え
ひ
め
２
０
２
３
　
マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会
・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会
の
選
手
選
考
会 
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

福
祉
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

■ねんりんピック紀の国わかやま2019 マラソン交流大会の様子

研
修
の
目
的

こ
の
研
修
は
、福
祉
の
専
門
研
修
と
一
線
を
画
し
、福
祉
分
野
の
垣
根

を
超
え
た
、総
合
的
、標
準
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。福
祉

職
員
が
自
ら
の
歩
ん
で
き
た
道
の
り
を
振
り
返
り
な
が
ら
、新
た
な
知
識

の
習
得
や
体
験
の
共
有
に
よ
り
、自
身
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
道
筋
を
描

い
て
い
た
だ
き
、や
り
が
い
を
持
っ
て
働
き
続
け
る
力
と
地
域
で
信
頼
さ

れ
る
福
祉
職
員
像
を
身
に
つ
け
、ひ
い
て
は
、所
属
事
業
所
に
お
け
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、経
営
基
盤
の
強
化
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
ま
す
。

研
修
の
特
徴

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、管
理
職
員
、チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
、中
堅
職
員
、初

任
者
の
４
つ
の
課
程
に
分
か
れ
て
お
り
、各
々
の
体
験
を
持
ち
寄
っ
て
交

流
し
な
が
ら
、各
々
の
階
層
に
求
め
ら
れ
る
役
割
行
動
を
理
解
し
な
が

ら
、自
身
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
ま
す
。

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、愛
知
県
の「
福
祉
」と「
福
祉
人
材
」

の
、よ
り
一
層
の
発
展
を
め
ざ
し
、こ
の
研
修
課
程
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

各
社
会
福
祉
法
人
、各
民
間
福
祉
事
業
者
、各
福
祉
職
員
の
み
な
さ
ん

と
、分
野
の
垣
根
を
越
え
て
協
働
し
、こ
の
研
修
を
創
り
上
げ
、希
望
あ

る
魅
力
的
な
職
場
づ
く
り
と
、誇
り
高
き
福
祉
人
材
の
養
成
に
寄
与
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

各
法
人
経
営
者
や
施
設
長
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、そ
し
て
福

祉
職
員
の
皆
さ
ん
の
受
講
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応
生
涯
研
修
課
程

　受
講
の
ご
案
内

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

福
祉
の
仕
事
に
関
す
る

資
格
取
得
や
就
職
へ
の
支
援
制
度

研修のご案内（受講申込はこちらから）
https://www.aichi-fukushi.or.jp/intoro/jinzai/carrier/carrier_annai.html

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
介
護
福
祉

士
、社
会
福
祉
士
、保
育
士
の
資
格
取
得
を

目
指
す
方
や
、福
祉
の
職
場
で
就
職
を
す

る
方
を
対
象
と
す
る
貸
付
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

貸
付
金
の
返
済
に
あ
た
っ
て
は
、指
定
業

務
に
一
定
期
間
就
労
す
る
こ
と
に
よ
り
全
額

又
は
一
部
免
除
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、

https://w
w
w
.aichi-fukushi.or.

jp/intoro/jinzai/

お
問
合
せ
先

●
愛
知
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

《
人
材
養
成
部
》

　
０
５
２ 

ー 

２
１
２ 

ー 

５
５
１
９

《
研
修
部
》

　
０
５
２ 

ー 

２
１
２ 

ー 

５
５
１
６

●
豊
橋
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク

　
０
５
３
２ 

ー 

５
２ 

ー 

１
１
１
１

8/4～5（募集終了）

8/23～24
9/15～16
※9/27～28

10/18～19・11/10～11
11/17～18

11/29～30・12/1～2

管 理 職 員

チームリーダー

中 堅 職 員

初 任 者

初 任 者 中堅職員 管理職員チームリーダー
部門管理者（課長）教員（新任） 教　員 係長・主任

■指導教育を受けつつ業務遂行
■人間関係の理解、自己目標の
設定
■ルールやマナーの理解と遵守

■役割の理解、担当業務の遂行
■後輩を育てる視点での助言
指導
■専門知識技術の向上

■業務遂行責任
■部門業務の円滑な遂行
■組織強化とサービス向上

■チーム目標の設定、課題解決
■知識や技術での同僚・後輩の
モデル
■スーパーバイザー

階層

役職例

目標
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「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
る「
全
国
健
康
福
祉
祭
」は
、60
歳
以
上

の
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や

卓
球
、テ
ニ
ス
な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技

や
音
楽
文
化
祭
な
ど
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
た
ち
が
楽
し
め
る

総
合
的
な
祭
典
で
す
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、高
齢
者
を
中
心
と

す
る
国
民
の
健
康
の
保
持
・
増
進
、社
会
参

加
、生
き
が
い
の
高
揚
等
を
図
り
、ふ
れ
あ

い
と
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
の
形
成
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、厚
生
省（
現
:厚

生
労
働
省
）創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
昭
和

63（
１
９
８
８
）年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
神
奈
川
県
、令
和
５
年
度

は
愛
媛
県
で
開
催
予
定
で
す
。

今
回
は
、来
年
の
え
ひ
め
大
会
の
マ
ラ
ソ

ン
交
流
大
会
と
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会

に
派
遣
す
る
選
手
を
選
考
し
ま
す
。

　

【
選
手
選
考
会
の
内
容
】

〇
マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会（
80
人
募
集
）　

　 

・
い
の
ち
の
池
３
周
コ
ー
ス

　（
約
３
．５
キ
ロ
）

 

・
い
の
ち
の
池
５
周
コ
ー
ス

　（
約
５
．８
キ
ロ
）

◆
３
周
コ
ー
ス
上
位
者（
70
歳
以
上
優
先
）

　
　
　
　
↓
ね
ん
り
ん
３
キ
ロ
コ
ー
ス
代
表

◆
５
周
コ
ー
ス
上
位
者

　
　
　
↓
ね
ん
り
ん
10
キ
ロ
コ
ー
ス
代
表

◆
５
周
コ
ー
ス
次
位
者

　
　
　
↓
ね
ん
り
ん
５
キ
ロ
コ
ー
ス
代
表

◇
参
加
対
象
:愛
知
県
在
住（
名
古
屋
市

　
　
以
外
）で
令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
で

　
　
60
歳
以
上
で
あ
る
人
。ね
ん
り
ん
ピ
ッ

　
　
ク
か
な
が
わ
２
０
２
２
に
マ
ラ
ソ
ン
選

　
　
手
と
し
て
参
加
さ
れ
た
方
を
除
く
。

〇
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会
　
　

　（
20
チ
ー
ム
募
集
）

◇
参
加
対
象
:１
チ
ー
ム
５
人
で
、全
員
が

　
　
愛
知
県
在
住（
名
古
屋
市
以
外
）で
、令
和

６
年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳
以
上
で
あ
る
人
。

●
応
募
方
法

募
集
案
内
ち
ら
し
を
、県
内
各
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
、各
市
町
村
高
齢
福
祉
担
当

窓
口
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
は
当
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
参
加
申
込
書
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
、必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

F
A
X
又
は
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。　http://aichoju.ec-net.jp/

●
応
募
締
切

令
和
４
年
８
月
31
日（
水
）

（
当
日
消
印
有
効
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、先
着
順
と
し
ま
す
。

　
　
申
込
者
に
９
月
中
旬
に
案
内
を
通
知
し

　
　
ま
す
。

※
当
日
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　
症
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
開
催
す

　
　
る
予
定
で
す
が
、感
染
状
況
に
よ
っ
て

　
　
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

　
　
ま
た
、中
止
に
な
っ
た
場
合
は
、応
募

　
　
者
の
中
か
ら
抽
選
で
選
考
し
ま
す
。

日
時

令
和
４
年
10
月
８
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

あ
い
ち
健
康
の
森
公
園
大
芝
生
広
場

　（
大
府
市
・
知
多
郡
東
浦
町
）

　（
知
多
バ
ス
で
J
R
大
府
駅
西
口

　 

乗
車
約
12
分
、あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ

　
　
　
下
車
）

参
加
費
　無
料

※は三河会場：豊橋市民センター

●
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛
顔
の
え
ひ
め
２
０
２
３
　
マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会
・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会
の
選
手
選
考
会 

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

福
祉
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

■ねんりんピック紀の国わかやま2019 マラソン交流大会の様子

研
修
の
目
的

こ
の
研
修
は
、福
祉
の
専
門
研
修
と
一
線
を
画
し
、福
祉
分
野
の
垣
根

を
超
え
た
、総
合
的
、標
準
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。福
祉

職
員
が
自
ら
の
歩
ん
で
き
た
道
の
り
を
振
り
返
り
な
が
ら
、新
た
な
知
識

の
習
得
や
体
験
の
共
有
に
よ
り
、自
身
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
道
筋
を
描

い
て
い
た
だ
き
、や
り
が
い
を
持
っ
て
働
き
続
け
る
力
と
地
域
で
信
頼
さ

れ
る
福
祉
職
員
像
を
身
に
つ
け
、ひ
い
て
は
、所
属
事
業
所
に
お
け
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、経
営
基
盤
の
強
化
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
ま
す
。

研
修
の
特
徴

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、管
理
職
員
、チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
、中
堅
職
員
、初

任
者
の
４
つ
の
課
程
に
分
か
れ
て
お
り
、各
々
の
体
験
を
持
ち
寄
っ
て
交

流
し
な
が
ら
、各
々
の
階
層
に
求
め
ら
れ
る
役
割
行
動
を
理
解
し
な
が

ら
、自
身
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
ま
す
。

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、愛
知
県
の「
福
祉
」と「
福
祉
人
材
」

の
、よ
り
一
層
の
発
展
を
め
ざ
し
、こ
の
研
修
課
程
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

各
社
会
福
祉
法
人
、各
民
間
福
祉
事
業
者
、各
福
祉
職
員
の
み
な
さ
ん

と
、分
野
の
垣
根
を
越
え
て
協
働
し
、こ
の
研
修
を
創
り
上
げ
、希
望
あ

る
魅
力
的
な
職
場
づ
く
り
と
、誇
り
高
き
福
祉
人
材
の
養
成
に
寄
与
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

各
法
人
経
営
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や
施
設
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さ
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理
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協
力
、そ
し
て
福

祉
職
員
の
皆
さ
ん
の
受
講
を
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よ
り
お
待
ち
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ま
す
。

福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応
生
涯
研
修
課
程

　受
講
の
ご
案
内

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

福
祉
の
仕
事
に
関
す
る

資
格
取
得
や
就
職
へ
の
支
援
制
度

研修のご案内（受講申込はこちらから）
https://www.aichi-fukushi.or.jp/intoro/jinzai/carrier/carrier_annai.html

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
介
護
福
祉

士
、社
会
福
祉
士
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育
士
の
資
格
取
得
を

目
指
す
方
や
、福
祉
の
職
場
で
就
職
を
す

る
方
を
対
象
と
す
る
貸
付
事
業
を
実
施
し
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い
ま
す
。

貸
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済
に
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た
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は
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定
業
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一
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期
間
就
労
す
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と
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よ
り
全
額

又
は
一
部
免
除
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、

https://w
w
w
.aichi-fukushi.or.

jp/intoro/jinzai/

お
問
合
せ
先

●
愛
知
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

《
人
材
養
成
部
》

　
０
５
２ 

ー 

２
１
２ 

ー 

５
５
１
９

《
研
修
部
》

　
０
５
２ 

ー 

２
１
２ 

ー 

５
５
１
６

●
豊
橋
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク

　
０
５
３
２ 

ー 

５
２ 

ー 

１
１
１
１

8/4～5（募集終了）

8/23～24
9/15～16
※9/27～28

10/18～19・11/10～11
11/17～18

11/29～30・12/1～2

管 理 職 員

チームリーダー

中 堅 職 員

初 任 者

初 任 者 中堅職員 管理職員チームリーダー
部門管理者（課長）教員（新任） 教　員 係長・主任

■指導教育を受けつつ業務遂行
■人間関係の理解、自己目標の
設定
■ルールやマナーの理解と遵守

■役割の理解、担当業務の遂行
■後輩を育てる視点での助言
指導
■専門知識技術の向上

■業務遂行責任
■部門業務の円滑な遂行
■組織強化とサービス向上

■チーム目標の設定、課題解決
■知識や技術での同僚・後輩の
モデル
■スーパーバイザー

階層

役職例

目標
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令
和
4
年
度
愛
知
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
は
、４
月
１６
日（
土
）の
ボ
ウ
リ
ン
グ

競
技
を
皮
切
り
に
、水
泳
・
卓
球
競
技
、

陸
上
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
、サ
ウ
ン

ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
競
技
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
一
層

の
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、社
会
の
障
害
者

に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
、障
害
者
の

自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、毎
年
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、一
昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
、一
部
の

競
技
に
お
い
て
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
防
止
対
策
を
行
っ
た
う
え

で
、愛
知
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議

会
、企
業
、学
生
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、全
競
技
無
事
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
会
に
は
、県
内
各
地
か
ら
５
０
０
人
を

超
え
る
選
手
が
参
加
し
、各
競
技
で
は
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、

明
る
く
は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
し
て
い
る
選
手

の
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、一
部
競
技
に
お
い
て
は
第
２２
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会「
い
ち
ご
一
会

と
ち
ぎ
大
会
」の
選
手
選
考
会
も
同
時
に

開
催
し
、４
年
ぶ
り
に
全
国
の
舞
台
で
の

活
躍
を
目
指
す
選
手
が
、大
会
出
場
に
向
け

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。

大
会
開
催
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
、多
く
の
温
か
い
ご
声
援
と

そ
れ
に
応
え
た
選
手
の
全
力
プ
レ
ー
に
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。来
年
度
の
皆
様
の

参
加
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■陸上

■サウンドテーブルテニス

■一般卓球

■水泳

■ボウリング

■フライングディスク

愛
知
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

競技名

※ボウリング

※水泳・卓球
　（一般卓球）

陸上・フライングディスク

※卓球
　（サウンドテーブルテニス）

星が丘ボウル

清須市清洲勤労福祉会館（アルコ清洲）

豊田市運動公園陸上競技場

岡崎市こども発達センター体育館

４月１６日（土）

５月0７日（土）

５月２１日（土）
５月２２日（日）

５月２９日（日）

開催日 会　場

令和4年度愛知県障害者スポーツ大会
（※は全国障害者スポーツ大会選考会同時開催）　

愛知県共同募金会だより

令和3年度 あいちの赤い羽根募金の活用状況

共同募金の使いみちが調べられます。　http://www.aichi-akaihane.or.jp

みなさまのご協力が地域の福祉を支えます

寄付金はこのように活かされています

1,005,861,794円
一般募金 851,482,323円 歳末募金 154,379,471円

令和3年度共同募金実績額

岡谷鋼機株式会社では、令和4年7月25日（月）に、愛知県芸術劇場コンサートホールにおいて、社会貢献活動の一
環として、「OKAYA チャリティーコンサート 2022」を開催されました。コンサートの入場料収入全額と、同社からの
マッチングギフト方式により愛知県共同募金会へ360万円をご寄
付いただきました。お寄せいただいた寄付金は、地域の社会福祉向
上のために役立たせていただきます。岡谷鋼機株式会社様をはじ
め、ご来場の皆様、誠にありがとうございました。

「マッチングギフト」って？
企業などが社会貢献を
目的として寄付を募る
際、寄せられた金額に
対して企業側が一定比
率の額を上乗せして寄
付することです。

チケット代
1,000円

企業
からの寄付
1,000円

共同募金
への寄付
2,000円＋ ＝ ■会場にて感謝状（楯）を贈呈

（写真左）OKAYA チャリティーコンサート  舘実行委員長
（写真右）愛知県共同募金会 川地常務理事

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

538,570,068円（46％）

180,921,891円（15％）

167,551,732円（14％）

142,990,974円（12％）

115,698,115円（10％）

30,000,000円（3％）

令和3年度募金実績額
1,005,861,794円

1,175,732,780円
配分総額

昨年度の共同募金運動につきましては、県民の皆様方のあたたかいご理解のもと、多額のご協力を
いただき誠にありがとうございました。お寄せいただいた寄付金に、繰越金
149,070,986円と平成29年度災害等準備金取崩金20,800,000円を加え、
総額1,175,732,780円を次のように配分いたしました。

OKAYA チャリティーコンサート2022 ～感謝の夕べ～
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538,570,068円（46％）

180,921,891円（15％）

167,551,732円（14％）

142,990,974円（12％）

115,698,115円（10％）

30,000,000円（3％）

令和3年度募金実績額
1,005,861,794円

1,175,732,780円
配分総額

昨年度の共同募金運動につきましては、県民の皆様方のあたたかいご理解のもと、多額のご協力を
いただき誠にありがとうございました。お寄せいただいた寄付金に、繰越金
149,070,986円と平成29年度災害等準備金取崩金20,800,000円を加え、
総額1,175,732,780円を次のように配分いたしました。

OKAYA チャリティーコンサート2022 ～感謝の夕べ～
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■
総
務
部
：
052-212-5500

■
地
域
福
祉
部
：
052-212-5502

■
地
域
福
祉
部（
生
活
支
援
室
）：
052-212-5513　

 ■
民
生
児
童
部
：
052-212-5506

■
施
設
福
祉
部
：
052-212-5509

■
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
：
052-212-5516

■
福
祉
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
：
052-212-5521

■
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー：052-212-5523

社
会
福
祉
法
人
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
 主
な
お
問
い
合
わ
せ
先

民
生
委
員
・
児
童
委
員（
以
下
、民
生
委
員
）

は
、本
年
12
月
１
日
に
一
斉
改
選
さ
れ
ま
す
。

今
期
の
愛
知
県（
名
古
屋
市
を
除
く
。以
下
同

じ
）の
定
数
は
、7
，5
8
9
人
で
、充
足
率
は
、

99
．1
％
、全
国
平
均
の
95
．2
％
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、平
均
年
齢
は
、県
が
65
．2
歳
で
全

国
平
均
は
66
．8
歳
、そ
し
て
男
女
比
は
、県
が
40

対
60
、全
国
平
均
は
、39
対
61
で
し
た
。ま
た
、新

任
の
民
生
委
員
は
、県
が
38
．9
％
、全
国
平
均

が
31
．4
％
で
し
た
。民
生
委
員
の
任
期
が
12
月
1

日
か
ら
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
４
月
１
日
の
改
選

と
す
る
と
、民
生
委
員
と
行
政
担
当
者
等
が
同
時

期
に
異
動
す
る
こ
と
に
な
り
、住
民
生
活
に
必
要

な
援
助
を
途
切
れ
な
く
提
供
す
る
こ
と
に
支
障
が

生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。」な
ど
と
厚
生
労
働
省
で

は
説
明
し
て
い
ま
す
。民
生
委
員
の
改
選
期
に
当

た
り
、担
い
手
確
保
が
課
題
と
な
り
ま
す
。高
齢
者

の
就
労
率
が
高
く
な
り
、適
任
者
を
探
し
に
く
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。仕
事
を
持
ち
な
が
ら
活
動
で
き
る

環
境
づ
く
り
と
、雇
用
側
の
理
解
促
進
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

我
が
幸
田
町
民
児
協
の
令
和
３
年
度
民
生
委

員
一
人
当
た
り
の
平
均
活
動
日
数
は
、1
2
3
日

（
県
平
均
89
日
）で
し
た
。コ
ロ
ナ
渦
の
た
め
、活
動

が
制
約
さ
れ
ま
す
が
、工
夫
を
こ
ら
し
、社
会
福

祉
の
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

県
社
協
第
５
次
中
期
計
画
の
５
年
後
の
到
達
目

標「
県
内
民
生
委
員
充
足（
空
白
地
区
0
）充
足

率
99
％
キ
ー
プ
」が
達
成
で
き
る
こ
と
を
念
じ
筆

を
置
き
ま
す
。（
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会 

理
事
）

幸
田
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
　
会
長
　
足
立
和
彦

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
に
向
け
て

第
35
回 

ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル 

W
E
B
部
門

N
H
K
厚
生
文
化
事
業
団
理
事
長
賞

「
大
き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
で
遊
ぶ
」
小
澤

宏
さ
ん
撮
影

「社会福祉手帳」
「民生委員・児童委員手帳」
ただいま申込受付中！！

「社会福祉手帳」
「民生委員・児童委員手帳」
ただいま申込受付中！！

ご購入希望の方は、送付先住所・氏名・電話番号・希望
冊数を記入の上、県社協総務部までＦＡＸ・郵送でお申し
込みください。本会ホームページから、申込書をダウン
ロードしていただくこともできます。

　加入手続き・お問い合わせは、お住まい又は活動場
所の市区町村社会福祉協議会へ

１冊60０円（税込）

取扱代理店

引受保険会社

㈱ニュータス
TEL.０１２０-２５８-５１７
三井住友海上火災保険（株）
TEL.０５２-２２３-４１７２

A

地震や豪雨で被害に遭われた地域にボラ
ンティア活動に行きたいと思います。ボラ
ンティア活動保険の通常の手続きと異な
る点はありますか？

Ｑ
価 格

大きさ：縦140ミリ×横85ミリ　表紙：ビニール製体 裁

県社協総務部 ＦＡＸ ０５２－２1２－5501申 込 先

１５冊以上は無料。ただし１５冊未満は申し込み者負担。
（１冊２５０円、２冊３９０円、３～１１冊４５０円、１２～１４冊５００円）

送 料

１１月下旬より随時発送納品

2023年・2024年カレンダー、月間予定表、週間予定表
（2022年12月～2024年3月まで）
住所録、年齢早見表
資料編（Ａ）：関係法令、各種福祉手当・貸付制度の概要
資料編（Ｂ）＜別冊仕様＞
各種相談所、紹介所、社会福祉施設、関係団体、県・市区町村役場及び
社会福祉協議会住所等一覧、健康10か条（がんを防ぐための新12か条等）

主な内容

請求書を同封しますので、ＡＴＭでお振込みください。支払方法

令和5年版令和5年版

写真は2022年版です

県内すべての社会福祉施設名簿を収録！！（除：保育所）

災害救助法が適用されるような規模の災
害の場合は、大規模災害時特例の取り扱
いとなり、保険加入申し込み時から即時
補償開始となります。
また、地震災害のボランティア活動には天
災プラン（ボランティア活動中の地震・噴
火・津波によるケガを補償）の加入をお勧
めしています。

福祉の保険Ｑ＆Ａ
〔6件 ご寄附順〕

本会が設置している福祉基金等にたくさんのご寄付をいた
だき、ありがとうございました。みなさまからの善意を「あたた
かい福祉社会」づくりに活かしていけるよう事業に取り組んで
参ります。今後ともご理解とご協力をよろしくお願いします。

ご寄付に感謝
　世話を必要としている家族は、「きょ

うだい」が最も多く71.0％となっています。次いで「母親」が19.8％です。
　令和２年度に子ども本人（中学生・高校生）を対象としたヤングケアラーの全国調
査が初めて行われ、令和３年度には小学生や大学生を対象としており、近年ヤングケ
アラーの実態が明らかになってきています。
（厚生労働省HP　令和３年度ヤングケアラーの実態に関する調査研究（株式会社日本総合研究所）より） 問題は…7ページにあります。

A きょうだい3福祉検定福祉検定 解答解答ミニ

株式会社セブンイレブン・ジャパン 様…（東京都）
Dream財団 様
鳳凰敦 様……………………………… （ 大 分 県 ）
一般財団法人荒川磯慈善会 様……… （長久手市）
東洋羽毛東海販売株式会社 様………… （名古屋市）
匿名 様

ご寄付いただいた方（令和4年1月～令和4年6月）

全国社会福祉協議会

運営適正化
委員会 特別委員会専門委員会

運
営
適
正
化
委
員
会
事
務
局

地
域
社
会
福
祉
委
員
会

民
生
児
童
委
員
会

社
会
福
祉
法
人
経
営
者
委
員
会

社会福祉施設委員会社
会
福
祉
団
体
委
員
会

高
齢
者
部
会

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
部
会

心
身
障
害
ホ
ー
ム
部
会

児
童
ホ
ー
ム
部
会

母
子
生
活
支
援
部
会

保
育
部
会

愛知県社会福祉協議会
会長
副会長
専務理事

理事※
監事
評議員

※理事に会長・副会長・専務理事含む

6月21日時点
・・・・・・・1名
・・・・・6名
・・・1名

・・・・27名
・・・・・・・3名
・・・・42名

事務局長

事務局

施
設
福
祉
部

民
生
児
童
部

地
域
福
祉
部

総
務
部

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

福
祉
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
4
年
度

組
織
機
構
図

会員 ● 公私社会福祉施設、団体
● 民生委員・児童委員等
社会奉仕者

● 市区町村社会福祉協議会
● 社会福祉に関係のある団体
● 本会の目的に賛同する
個人又は団体

生
活
福
祉
資
金
運
営
委
員
会

民
間
社
会
福
祉
施
設
振
興
資
金
審
査
委
員
会

法
人
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

児
童
養
護
施
設
退
所
者
等

自
立
支
援
資
金
貸
付
審
査
委
員
会

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会地域福祉部（生活支援室）だより 09

福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程
受講のご案内 12

民生児童部だより 10
施設紹介 11

02・03
令和3年度事業報告概要 04・05
令和4年度事業計画概要・基本方針

愛知県共同募金会だより 15

各地の社協を訪ねて
ミニ福祉検定（問題）

08

福祉生きがいセンターだより 13
障害者スポーツ振興センターだより 14

令和4年度組織機構図／ミニ福祉検定（解答）、
ご寄付に感謝、福祉の保険、「社会福祉手帳」
「民生委員・児童委員手帳」販売の申込受付 16
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